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●センメルワイス大学のWEBサイトに掲載された本学との協議 

●センメルワイス大学との協議 

　
国
際
医
療
福
祉
大
学
は
九
月
二
九
日
、六
つ
目
の
附
属
病
院
と
な
る
国
際
医
療

福
祉
大
学
成
田
病
院（
千
葉
県
成
田
市
）の
起
工
式
・
安
全
祈
願
祭
を
執
り
行
っ
た
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
二
〇
二
〇
年
四
月
開
設
予
定

で
、
海
外
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拠
点
と
な
る
世
界
基
準
の
ハ
ブ
病
院
と
と
も
に
、

成
田
市
の
地
域
医
療
に
も
貢
献
す
る
こ
と
を
め
ざ
す
。
 

国
際
医
療
福
祉
大
学
成
田
病
院
　

起
工
式
 

国際医療福祉大学成田病院 

（１）開設予定　2020年4月 
（２）病床数　 
　   642床（一般病床600床、 
　             精神病床  40床、 
　             感染症＜１種＞2床） 
（３）診療科　39科（予定） 
（４）敷地面積159,605.65㎡、 
　  建築面積　23,816.50㎡、 
 　 延床面積123,770.68㎡ 
   （病院棟・健診棟・エネルギーセン 
　   ター棟、教育研修センター、 
      職員宿舎Ⅰ、Ⅱ棟）　　    
（５）総事業費  約700億円 
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成
田
病
院
　
起
工
式
 

ハ
ン
ガ
リ
ー
と
モ
ス
ク
ワ
を
歴
訪
 

　
起
工
式
は
成
田
市
の
小
泉
一
成
市
長
を
は
じ

め
成
田
市
議
会
の
伊
藤
竹
夫
議
長
、
成
田
市
医

師
団
の
国
保
能
彦
団
長
、
遠
山
地
区
区
長
会
の

伊
藤
卓
会
長
、
学
校
法
人
国
際
医
療
福
祉
大
学

の
高
木
邦
格
理
事
長
、
大
友
邦
学
長
、
成
田
国

際
医
療
都
市
機
構
の
渡
邉
勝
彦
理
事
長
、
戸
田

建
設
の
今
井
雅
則
社
長
ら
多
数
が
参
列
し
た
。
 

　
国
際
医
療
福
祉
大
学
成
田
病
院
は
、
今
年
四

月
に
医
学
部
を
開
設
し
た
成
田
キ
ャ
ン
パ
ス
か

ら
約
八
キ
ロ
の
距
離
に
あ
る
成
田
市
畑
ケ
田
に

誕
生
す
る
。
患
者
様
の
受
け
入
れ
態
勢
な
ど
を

勘
案
し
て
二
〇
二
一
年
か
ら
医
学
部
の
主
な
臨

床
実
習
の
場
と
な
る
。
最
新
医
療
機
器
と
充
実

し
た
ア
メ
ニ
テ
ィ
を
備
え
、
地
域
医
療
で
一
定

の
役
割
を
果
た
す
と
と
も
に
、
国
の
内
外
の
患

者
様
へ
最
先
端
の
医
療
を
提
供
す
る
「
世
界
基

準
の
ハ
ブ
病
院
」
を
目
標
に
し
て
い
る
。
 

　
ま
た
、
海
外
の
大
学
、
医
療
機
関
と
の
連
携

拠
点
と
な
る
「
国
際
遠
隔
画
像
診
断
セ
ン
タ
ー
」

や
「
感
染
症
国
際
研
究
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
。

多
言
語
に
対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
、
各
国
の

食
事
の
提
供
や
、
宗
教
関
連
ス
ペ
ー
ス
の
整
備

も
予
定
し
て
い
る
。
日
本
最
大
級
の
人
間
ド
ッ

ク
セ
ン
タ
ー
を
備
え
た
予
防
医
学
健
診
セ
ン
タ

ー
や
、
プ
ー
ル
や
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ス
タ
ジ
オ
な

ど
を
併
設
し
た
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
の
設
置
も

計
画
し
て
い
る
。
医
師
や
看
護
師
ら
職
員
用
の

宿
舎
二
棟
（
約
三
七
〇
戸
）
や
児
童
を
対
象
と

し
た
事
業
所
内
保
育
所
（
約
三
〇
名
収
容
）
な

ど
を
建
設
し
、
こ
こ
で
働
く
人
た
ち
へ
充
実
し

た
就
業
環
境
を
提
供
す
る
。
 

　
成
田
病
院
完
成
時
に
は
、
医
師
や
職
員
を
合

わ
せ
て
約
五
〇
〇
〇
人
の
人
口
増
が
見
込
ま
れ

て
い
る
ほ
か
、
医
療
関
連
産
業
の
集
積
な
ど
に

よ
っ
て
さ
ら
に
三
〇
〇
〇
人
の
雇
用
増
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。
 

　
起
工
式
で
小

泉
市
長
は
挨
拶

さ
れ
、
「
成
田

病
院
は
医
学
部

の
附
属
病
院
と

し
て
、
こ
こ
で

学
ん
だ
学
生
が
優
秀
な
医
師
と
し
て
頼
も
し
く

成
長
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、
大

学
病
院
が
開
設
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
新
た
な

ま
ち
づ
く
り
の
核
と
し
て
地
域
の
活
性
化
に
大

い
に
寄
与
し
て
い
た
だ
け
る
も
の
と
期
待
し
て

い
る
。
ま
た
、
成
田
国
際
空
港
の
一
番
近
く
に

立
地
す
る
大
学
病
院
と
な
る
こ
と
か
ら
、
国
内

外
か
ら
多
く
の
患
者
様
を
受
け
入
れ
、
高
度
な

医
療
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
国
際
的
な
医

療
拠
点
と
し
て
大
き
く
発
展
さ
れ
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
」

と
エ
ー
ル
を
送

っ
た
。
 

　
続
い
て
、
高

木
理
事
長
は
、

「
さ
ま
ざ
ま
な

国
か
ら
患
者
様

が
訪
れ
る
よ
う
な
国
際
競
争
力
の
あ
る
世
界
的

な
ハ
ブ
病
院
の
開
設
を
日
本
で
初
め
て
め
ざ
し

ま
す
。
同
時
に
、
地
域
の
医
療
関
係
者
さ
ま
と

相
談
を
し
な
が
ら
、
地
域
医
療
に
貢
献
す
る
病

院
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ゆ
く
ゆ
く
は
、
医
療

関
連
の
企
業
、
研
究
所
な
ど
が
整
備
さ
れ
、
こ

の
成
田
の
地
に
国
際
医
療
都
市
が
形
成
さ
れ
る

こ
と
を
望
ん
で
お
り
ま
す
」
と
決
意
を
述
べ
た
。
 

ハ
ン
ガ
リ
ー
 

ロ
シ
ア
 

セ
ン
メ
ル
ワ
イ
ス
大
学
と
 

具
体
的
な
交
流
に
向
け
て
 

協
議
 

モ
ス
ク
ワ
第
一
医
科
大
学
と
 

交
流
協
定
締
結
へ
 

　
国
際
医
療
福
祉
大
学
の
高
木
邦
格
理
事
長
と

北
島
政
樹
副
理
事
長
ら
は
九
月
一
八
日
、
ハ
ン

ガ
リ
ー
・
ブ
ダ
ペ
ス
ト
に
あ
る
セ
ン
メ
ル
ワ
イ

ス
大
学
を
訪
問
し
、
セ
ン
メ
ル
ワ
イ
ス
大
学
の

ア
ー
ゴ
シ
ュ
ト
ン
学
長
は
じ
め
、
ジ
ョ
ル
ジ
ィ

副
学
長
、
ラ
ス
ロ
ー
医
学
部
長
、
ゾ
ル
タ
ン
保

健
科
学
学
部
長
ら
と
協
議
を
行
っ
た
。
 

　
昨
年
一
一
月
に
本
学
と
締
結
し
た
交
流
協

定
を
踏
ま
え
、
二
校
間
で
ど
の
よ
う
な
交
流

が
可
能
か
、
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て

意
見
交
換
し
た
。
そ
の
結
果
、
ま
ず
は
学
生

や
教
員
の
短
期
間
交
流
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
、

そ
の
後
、
将
来
的
に
は
医
学
部
生
の
臨
床
実

習
な
ど
に
も
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
視
野
に

入
れ
て
話
し
合
っ
た
。
 

　
医
学
分
野
だ
け
で
は
な
く
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
や
看
護
等
保
健
医
療
分
野
に
お
け
る
交

流
も
検
討
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、

本
学
の
夏
休
み
や
春
休
み
を
利
用
し
て
約
二
週

間
、
海
外
研
修
を
実
施
し
て
い
る
総
合
教
育
科

目
「
海
外
保
健
福
祉
事
情
」
の
学
生
研
修
先
は

現
在
、
約
二
〇
の
国
や
地
域
を
選
定
し
て
い
る

が
、
今
後
、
そ
の
候
補
と
し
て
検
討
す
る
。
 

　
セ
ン
メ
ル
ワ
イ
ス
大
学
は
、
一
七
六
九
年
に

医
学
部
が
設
立
さ
れ
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
も
っ
と

も
歴
史
の
あ
る
医
科
大
学
。
同
大
の
学
生
の
う

ち
、
三
分
の
一
を
留
学
生
が
占
め
て
い
る
な
ど

国
際
的
で
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
高
等
教
育
機
関
と

し
て
国
内
外
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。
 

　
北
島
副
理
事
長
は
同
大
の
名
誉
医
学
博
士
で

も
あ
り
、
か
ね
て
か
ら
親
交
を
深
め
て
い
た
同

大
の
シ
ャ
ン
ド
ー
ル
教
授
と
の
連
携
に
よ
っ
て
、

昨
年
、
本
学
と
交
流
協
定
を
締
結
し
た
。
ア
ー

ゴ
シ
ュ
ト
ン
学
長
、
シ
ャ
ン
ド
ー
ル
教
授
、
マ

ル
セ
ル
国
際
関
係
部
長
は
、
今
年
四
月
二
日
、

千
葉
県
成
田
市
で
開
催
し
た
本
学
医
学
部
開
学

式
典
に
も
出
席
し
、
同
月
五
日
に
栃
木
県
の
大

田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
と
国
際
医
療
福
祉
大
学
病
院

を
視
察
し
て
い
る
。
同
病
院
・
消
化
器
外
科
の

吉
田
昌
教
授
は
セ
ン
メ
ル
ワ
イ
ス
大
学
医
学
部

客
員
教
授
で
、
今
後
は
幅
広
い
協
力
・
交
流
が

展
開
さ
れ
る
見
通
し
だ
。
 

　
セ
ン
メ
ル
ワ
イ
ス
大
学
訪
問
に
先
立
っ
て
、

九
月
一
三
日
に
は
、
高
木
理
事
長
が
ロ
シ
ア
の

モ
ス
ク
ワ
第
一
医
科
大
学
と
、
同
大
学
に
隣
接

す
る
日
露
循
環
器
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
、
フ
ォ
ミ

ン
副
学
長
、
テ
ル
ノ
ボ
イ
セ
ン
タ
ー
長
、
バ
ク

テ
ィ
オ
ジ
ン
教
授
（
東
芝
メ
デ
ィ
カ
ル
・
ロ
シ

ア
責
任
者
）
ら
と
協
議
を
行
っ
た
。
 

　
ロ
シ
ア
を
代
表
す
る
モ
ス
ク
ワ
第
一
医
科
大

は
、
ロ
シ
ア
で
二
五
〇
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ

最
も
古
い
医
科
大
学
で
、
国
際
交
流
も
積
極
的

に
展
開
し
て
お
り
、
ア
ジ
ア
や
欧
州
か
ら
多
く

の
留
学
生
を
受
入
れ
て
い
る
。
 

　
本
学
と
の
協
議
で
は
フ
ォ
ミ
ン
副
学
長
か
ら

「
両
大
学
は
と
も
に
充
実
し
た
教
育
設
備
と
先

進
の
附
属
病
院
を
有
す
る
な
ど
共
通
点
が
多
く

あ
る
。
ぜ
ひ
、
両
大
学
で
幅
広
く
医
療
及
び
医

療
研
究
の
分
野
で
協
力
し
て
、
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク

テ
ィ
ス
を
共
有
し
て
い
き
た
い
」
と
の
申
し
出

が
あ
り
、
交
流
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
に
合
意

し
た
。
 

　
同
大
学
の
附
属
病
院
は
、
欧
州
最
大
級
の
三

二
〇
〇
床
を
持
ち
、
昨
年
設
立
さ
れ
た
日
露
循

環
器
セ
ン
タ
ー
を
併
設
。
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、

Ｍ
Ｅ
Ｊ
、
東
芝
メ
デ
ィ
カ
ル
の
協
力
を
得
て
、

最
新
の
画
像
診
断
機
器
を
備
え
た
循
環
器
画
像

診
断
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
運
営
し
て
い

る
。
大
規
模
な
附
属
病
院
を
擁
す
る
同
大
と
の

提
携
は
、
画
像
診
断
分
野
等
で
の
協
力
の
ほ
か
、

短
期
の
学
生
・
教
員
の
交
流
、
医
学
部
学
生
の

海
外
臨
床
実
習
の
研
修
先
と
し
て
も
期
待
さ
れ

て
い
る
。
 

 

●モスクワ第一医科大学 

●完成予想図 

●鍬入れの儀 

2020年 
開設予定 



　
東
京
赤
坂
キ
ャ
ン
パ
ス（
赤
坂
心
理
・
医
療
福

祉
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
）が
八
月
二
九
日
、文
部
科

学
大
臣
の
設
置
認
可
を
得
て
、二
〇
一
八
年
四

月
の
開
設
が
正
式
に
決
定
し
た
。 

　
東
京
都
港
区
の
旧
赤
坂
小
学
校
跡
地
に
、地

上
一
一
階
地
下
一
階
建
て
の
校
舎
を
建
設
中
で
、

来
年
二
月
に
竣
工
の
予
定
だ
。同
学
部
に
は
、心

理
学
科（
定
員
六
〇
名
）、医
療
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学

科（
同
）を
設
置
す
る
予
定
で
、東
京
・
青
山
か
ら

移
転
す
る
大
学
院
も
あ
わ
せ
て
、都
心
の
一
等
地

に
学
部
と
大
学
院
の
一
体
教
育
を
行
う
学
術
拠

点
が
誕
生
す
る
。 

　
東
京
メ
ト
ロ・
赤
坂
見
附
駅
A
出
口
か
ら
徒
歩
三

分
と
い
う
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
で
、キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
は

一
〇
〇
〇
人
収
容
の
講
堂
を
は
じ
め
、図
書
館
や
カ

フ
ェ
テ
リ
ア
な
ど
も
あ
り
、一
般
に
も
開
放
さ
れ
る
。 

　
教
員
に
は
、各
界
で
実
績
の
あ
る
エ
キ
ス
パ
ー
ト

が
そ
ろ
い
、少
人
数
教
育
で
チ
ー
ム
医
療
・
経
営
管

理
の
専
門
職
を
育
成
す
る
。心
理
学
科
は
臨
床

重
視
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
相
談
者
に
寄
り
添
う

人
材
を
育
て
、新
し
い
国
家
資
格
で
あ
る「
公
認

心
理
師
」取
得
の
た
め
、大
学
院
進
学
に
直
結
す

る
授
業
を
行
う
。医
療
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
で
は
、

医
療
福
祉
の
知
識
と
経
営
の
ス
キ
ル
、チ
ー
ム
ワ
ー

ク
の
精
神
を
学
ぶ
こ
と
で
、医
療
機
関
は
も
ち
ろ

ん
、一
般
企
業
で
も
活
躍
で
き
る
ス
タ
ッ
フ
を
育
成

す
る
。 

東
京
赤
坂
キ
ャ
ン
パ
ス
 

　
大
学
学
会
学
術
大
会
の
前
日
に
、関
連
職
種

連
携
実
習
報
告
会
を
開
催
し
た
。こ
れ
は「
チ
ー

ム
医
療
・
チ
ー
ム
ケ
ア
」を
学
ぶ
た
め
の
本
学
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム「
関
連
職
種
連
携
教
育
」

の
最
終
ス
テ
ッ
プ
に
あ
た
る
。 

　
臨
床
実
習
を
行
っ
た
二
六
チ
ー
ム
の
発
表
に
は
、

実
習
先
で
指
導
に
あ
た
っ
た
現
場
担
当
者
が
駆

け
つ
け
、学
生
た
ち
の
学
修
の
成
果
を
確
認
し
、

さ
ら
な
る
自
己
研
鑽
へ
の
ヒ
ン
ト
を
投
げ
か
け
る

と
と
も
に
、チ
ー
ム
が
担
当
し
た
患
者
さ
ん
や
利

用
者
の
経
過
が
報
告
さ
れ
た
。 

　
発
表
を
ま
と
め
た
ポ
ス
タ
ー
は
大
学
学
会
学

術
大
会
の
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
会
場
に
掲
示
さ
れ
、

多
く
の
先
生
方
か
ら
評
価
を
い
た
だ
い
た
。 

赤
坂
心
理
・
 

医
療
福
祉
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
が
 

設
置
認
可
 

大
学
院
医
学
研
究
科
 

文
科
省
よ
り
設
置
認
可
　
 

二
〇
一
八
年
四
月
開
設
が
決
定
 

　
大
学
院
医
学
研
究
科
が
一
一
月
一
四
日
、文
部

科
学
省
よ
り
認
可
さ
れ
、二
〇
一
八
年
四
月
の
開

設
が
正
式
に
決
定
し
た
。医
学
研
究
科
に
は
医
学

専
攻（
博
士
課
程
　
定
員
二
〇
名
）、公
衆
衛
生
学

専
攻（
修
士
課
程
　
定
員
一
〇
名
）を
設
置
、医
学

部
や
、三
田
病
院
な
ど
五
つ
の
附
属
病
院
を
は
じ
め

と
す
る
関
連
医
療
機
関
と
連
携
し
、最
先
端
の
研

究
と
幅
広
い
教
育
で
、高
度
な
医
療
系
エ
キ
ス
パ
ー

ト
を
育
成
す
る
。 

　
医
学
研
究
科
長
は
三
浦
総
一
郎
大
学
院
長
が

兼
務
し
、医
学
専
攻
主
任
に
辻
省
次
教
授（
前
東

京
大
学
ゲ
ノ
ム
医
科
学
研
究
機
構
長
）、公
衆
衛
生

学
専
攻
主
任
に
は
池
田
俊
也
教
授
が
就
任
す
る

予
定
。成
田
キ
ャ
ン
パ
ス
を
中
心
に
、大
学
院
が
来

年
四
月
に
移
転
す
る
東
京
赤
坂
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ほ
か
、

大
田
原
、福
岡
、大
川
の
各
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、遠
隔
シ
ス

テ
ム
等
を
利
用
し
た
授
業
を
行
う
。 

　
文
科
省
の
認
可
を
受
け
て
、一
二
月
一
〇
日
に

は
一
〇
時
三
〇
分
か
ら
東
京
青
山
の
大
学
院
キ
ャ

ン
パ
ス
五
階
ホ
ー
ル
で
、進
学
説
明
会
を
実
施
す
る
。 
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特
集
 国

際
医
療
福
祉
大
学
成
田
病
院
起
工
式
 

学
園
祭
 

第
七
回
国
際
医
療
福
祉
大
学
学
会
学
術
大
会
 

赤
坂
心
理
・
医
療
福
祉
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
、大
学
院
医
学
研
究
科
設
置
認
可
 

7-621-18 8917222324 11 1013-1216-14

セ
ン
メ
ル
ワ
イ
ス
大
学
、モ
ス
ク
ワ
第
一
医
科
大
学
を
訪
問
 

ト
ピ
ッ
ク
ス
 

キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
 

国
際
ト
ピ
ッ
ク
ス
 

施
設
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
 

Ｊ
Ｒ
Ｐ
Ｓ
と
ち
ぎ
主
催
の
「
散
策
の
会
」
に
参
加
、言
語
聴
覚
セ
ン
タ
ー
見
学
ツ
ア
ー
、言

語
聴
覚
学
科
〜
国
家
試
験
対
策
夏
季
合
宿
〜
、第
八
回
キ
ッ
ズ
ス
ク
ー
ル
に
一
一
九
人

参
加
、第
七
回
幸
齢
者
ス
ク
ー
ル
、大
田
原
市
赤
い
羽
根
共
同
募
金
街
頭
募
金
に
協
力
、

教
育
後
援
会
会
員
の
つ
ど
い
、第
二
一
回
医
療
経
営
戦
略
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
 

と
き
め
き
国
際
学
校
、日
本
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
学
会
全
国
大
会
開
催
 

第
二
二
回
風
花
祭（
大
田
原
）、第
二
回
成
翔
祭（
成
田
）、第
一
二
回
潮
風
祭

（
小
田
原
）、第
一
三
回
月
華
祭（
大
川
）、第
九
回
蓮
翔
祭（
福
岡
） 

「
成
田
キ
ャ
ン
パ
ス
模
擬
患
者
の
会
」
が
発
足
、第
一
〇
回
ア
ジ
ア
環
太
平
洋
音
声
言
語

聴
覚
学
会
学
術
大
会
開
催
、栄
町
ま
ち
づ
く
り
大
学
に
理
学
療
法
学
科
の
教
員
と
学
生

が
参
加
、医
学
部
一
年
生
が
応
急
手
当
普
及
員
資
格
を
取
得
 

カ
ン
ボ
ジ
ア
国
立
医
療
技
術
学
校
の
教
員
研
修
を
実
施
、
ベ
ト
ナ
ム
フ
エ
医
科
薬
科

大
学
と
学
術
交
流
協
定
を
締
結
、
留
学
生
が
見
た
母
国
と
日
本
の
保
健
福
祉
事
情
 

国
福
病
院
　

市
民
公
開
講
座
「
整
形
外
科
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
・「
T
A
K
E
！
A
B
I
二
〇
一
七
」
を
開
催
、熱
海
病
院
　

大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
看
護
学
生
熱
海
バ
ス
ツ
ア
ー
開
催
・
救
急
の
日
イ
ベ
ン
ト
に
約
五
〇
人
参
加
、塩
谷
病
院
　

本
学
学
生

に
よ
る
ハ
ン
ド
ベ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
・
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
推
進
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
・
第
四
回
市
民
公

開
講
座
を
開
催
、三
田
病
院
　

国
際
医
療
機
能
評
価
J
C
I
の
模
擬
審
査
を
受
審
、市
川
病
院
　

第
一
回
国
際
医
療
福
祉

大
学
市
川
病
院
医
療
連
携
協
議
会
を
開
催
、山
王
病
院
　

山
王
病
院
外
科
部
門
の
充
実
と
消
化
器
セ
ン
タ
ー
開
設
、高
木

病
院
　

理
学
療
法
士
が
青
年
海
外
協
力
隊
か
ら
帰
国
、金
丸
こ
ど
も
園
「
第
一
回
う
ん
ど
う
会
」
開
催
 

講
演
会
と
説
明
会
、
健
康
講
座
一
覧
表
 

海
外
保
健
福
祉
事
情
特
集
ペ
ー
ジ
 

台
湾
/
元
培
醫
事
科
技
大
学
、ベ
ト
ナ
ム
/
チ
ョ
ー
ラ
イ
病
院
・
ホ
ー
チ
ミ
ン
医
科
薬
科
大
学
病
院
、タ
イ
/

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
大
学
、ミ
ャ
ン
マ
ー
/
ヤ
ン
ゴ
ン
看
護
大
学
・
ヤ
ン
ゴ
ン
科
学
技
術
大
学
、ラ
オ
ス
/
国
立
健
康

科
学
大
学
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
/
Ｔ
Ａ
Ｆ
Ｅ
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
、韓
国
/
建
陽（
コ
ニ
ャ
ン
）大
学
・
仁
済（
イ

ン
ジ
ェ
）大
学
、マ
レ
ー
シ
ア
/
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
＆
科
学
大
学（
M
S
U
）、フ
ィ
リ
ピ
ン
/
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
学
 

生
涯
学
習
の
ご
案
内
 

キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ス
1
　
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
拝
見
　
「
う
た
よ
み
」
合
唱
部（
小
田
原
） 

平
成
二
九
年
度
 年
間
成
績
優
秀
賞
 

大
学
院
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
、文
部
科
学
省
が
ん
専
門
医
療
人
材（
が
ん
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
）養
成
プ
ラ
ン
 

12

保
護
者
懇
談
会
を
開
催
、合
同
教
員
研
修
会
を
実
施
 

学
内
就
職
説
明
会
に
一
三
九
施
設
参
加
、海
外
研
修
成
果
報
告
会
を
開
催
、防
災
、防
火
、避
難
訓
練
等
講
習
会
を
実
施
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大
田
原
 

成
　
田
 

福
　
岡
 

大
学
院
 

小
田
原
 

ト
ピ
ッ
ク
ス
 

ト
ピ
ッ
ク
ス
 

T O P I C S  2 T O P I C S  1

12

◆
◆
◆
 

【
学
術
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
】
 

【
若
手
研
究
者
奨
励
賞
】
 

【
関
連
職
種
連
携
実
習
報
告
会
】
 

（
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
総
務
課
　
豊
島
功
）
 

（
東
京
事
務
所
　
広
報
部
長
　
小
畑
洋
一
）
 

●開会式であいさつする佐藤大会長 ●特別講演 北村医学部長 

●記念講演 井部大学院教授  
　看護教育統括責任者 ●活発なポスターセッションが行われた 

●建設中の東京赤坂キャンパス 

※表紙撮影、福岡看護学部看護学科3年　鶴田裕子さん 

■
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
 

■
国
際
医
療
福
祉
大
学
学
会
総
会
 

■
特
別
講
演
 

　
「
国
際
医
療
福
祉
大
学
医
学
部
の
四
カ
月
の

　
あ
ゆ
み
」
 

　
北
村
聖
　

国
際
医
療
福
祉
大
学
医
学
部
長
 

　
（
座
長
　

佐
藤
哲
夫
　

国
際
医
療
福
祉
大
学
熱
海

　
病
院
長
） 

■
記
念
講
演
 

　
「
『
虎
の
教
え
』と『
サ
ー
ビ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
論
』

　
　と
と
も
に
」
 

　
井
部
俊
子
　

国
際
医
療
福
祉
大
学
大
学
院
教
授

　
看
護
教
育
統
括
責
任
者
 

　
（
座
長
　

三
浦
総
一
郎
　

国
際
医
療
福
祉
大
学
大
学

　
院
長
） 

■
口
述
発
表
 

　（
座
長
　

丸
山
仁
司
　

国
際
医
療
福
祉
大
学
大
学
院

　
副
大
学
院
長
） 

●
　「
人
工
ル
ビ
ー
を
使
用
し
た
血
管
治
療
・
撮
影
時

　
の
被
ば
く
線
量
測
定
シ
ス
テ
ム
の
開
発
」
 

　
細
貝
良
行
　

保
健
医
療
学
部
放
射
線
・
情
報
科
学

　
科
　

教
授
 

●
　「
自
閉
症
児
の
模
倣
障
害
に
関
す
る
検
討
」
 

　
岩

淳
也
　

成
田
保
健
医
療
学
部
言
語
聴
覚
学
科

　
講
師
 

●
　「
糖
尿
病
性
末
梢
神
経
障
害
患
者
の
身
体
活
動
量

　
低
下
に
関
す
る
要
因
の
解
明
―
動
作
・
身
体
・
精

　
神
に
よ
る
複
合
的
視
点
か
ら
の
検
討
―
」
 

　
鈴
木
啓
介
　

小
田
原
保
健
医
療
学
部
理
学
療
法
学

　
科
　

助
教
 

●
　「
高
齢
者
入
居
施
設
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
ロ
ボ
ッ
ト
の
安
全
性
・
有
効
性
に
関
す
る
評
価

　
研
究
」
 

　
中
村
美
緒
　

成
田
保
健
医
療
学
部
作
業
療
法
学
科

　
講
師
 

●
　「
吃
音
・
流
暢
性
障
害
症
例
へ
の
包
括
的
・
体
系
的

　
支
援
体
制
の
充
実
―
関
連
施
設
間
の
連
携
に
よ

　
る
構
築
―
」
 

　
前
新
直
志
　

保
健
医
療
学
部
言
語
聴
覚
学
科
　

教

　
授
 

●
　「
運
動
リ
ズ
ム
由
来
の
心
拍
変
動
成
分
に
お
け
る

　
加
齢
の
影
響
」
 

　
竹
内
真
太
　

成
田
保
健
医
療
学
部
理
学
療
法
学
科

　
助
教
 

□
最
優
秀
賞
　
下
重
里
江
　

助
教
 

　（
保
健
医
療
学
部
理
学
療
法
学
科
） 

　「
体
性
感
覚
刺
激
時
の
ラ
ッ
ト
側
坐
核
ド
ー
パ
ミ

　
ン
放
出
に
お
よ
ぼ
す
同
核
セ
ロ
ト
ニ
ン
の
関
与
」
 

□
優
秀
賞
　
佐
藤
妙
子
　

助
教
 

　（
保
健
医
療
学
部
言
語
聴
覚
学
科
） 

　「
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
患
者
の
比
喩
の
理
解
―
字

　
義
的
意
味
と
比
喩
的
意
味
か
ら
―
」
 

□
優
良
賞
　
町
田
和
　

講
師
 

　（
成
田
保
健
医
療
学
部
理
学
療
法
学
科
） 

　「
大
規
模
災
害
時
の
福
祉
避
難
所
を
想
定
し
た

　
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
の
開
発
と
実
施
」
 

　
八
月
二
七
日
、大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て「
第

七
回
国
際
医
療
福
祉
大
学
学
会
学
術
大
会
」

（
大
会
長
・
佐
藤
哲
夫
国
際
医
療
福
祉
大
学
熱

海
病
院
長
）を
開
催
し
た
。 

　
今
回
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は「
臨
床
、研
究
、教

育
の
調
和
と
改
革
」。 

　
佐
藤
大
会
長
は

開
会
式
の
あ
い
さ

つ
の
な
か
で
、「
調

和
と
は
上
手
く
つ

り
合
い
が
取
れ
て

全
体
が
ま
と
ま
っ

た
状
態
で
あ
り
、

改
革
は
全
体
と
し

て
の
体
制
を
維
持
し
な
が
ら
中
身
を
変
え
て
い

く
こ
と
で
あ
る
。
多
様
な
職
種
、学
部
が
あ
る

本
学
グ
ル
ー
プ
で
は
非
常
に
大
事
な
こ
と
だ
」

と
述
べ
た
。 

　
二
五
八
題
の
ポ
ス
タ
ー
発
表
の
ほ
か
、各
学
科

等
の
責
任
者
か
ら
推
薦
さ
れ
、学
長
・
大
学
院

長
か
ら
選
抜
さ
れ
た
六
題
の
口
述
発
表
や
、特

別
講
演
、
記
念
講

演
な
ど
が
開
催
さ

れ
た
。 

　
特
別
講
演
は
四

月
に
就
任
し
た
北

村
聖
医
学
部
長
が
、

「
医
学
部
四
カ
月
の
あ
ゆ
み
」
を
テ
ー
マ
に
、理

念
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、成
績
評
価
、学
生
と
教
員
、

学
舎
、今
後
に
向
け
て
、に
つ
い
て
紹
介
。こ
の
な

か
で
、一
期
生
に
向
け
て「
自
覚
と
矜
持
を
も
と

う
」「
素
晴
ら
し
い
伝
統
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
を
書

い
て
ゆ
こ
う
」「
獲
物
を
も
っ
て
旅
立
つ
の
で
は

な
く
獲
物
を
と
る
網

と
そ
の
使
い
方
を
学
ん

で
旅
立
と
う
」と
呼
び

か
け
て
い
る
と
述
べ
た
。 

　
こ
れ
ら
を
通
し
て
、

医
療
福
祉
の
最
前
線

の
知
見
や
、本
学
が
開
学
以
来
継
続
し
て
い
る

国
際
貢
献
の
成
果
や
将
来
展
望
な
ど
が
共
有

さ
れ
、メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
ふ
さ
わ
し
い
実
り
の
多
い

学
術
大
会
と
な
っ
た
。 

　
さ
ら
に
、掲
示
さ
れ
た
ポ
ス
タ
ー
と
抄
録
の

中
か
ら
若
手
研
究

者
奨
励
賞
が
選
出

さ
れ
、九
月
一
四
日
、

合
同
教
員
研
修
会

に
お
い
て
、受
賞
者

に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
と
表
彰
が
行

わ
れ
た
。 

第7回 

国
際
医
療
福
祉
大
学
学
会
学
術
大
会
 

大
　
川
 



　
言
語
聴
覚
学
科
の
魅
力
を
社
会
に
幅
広
く

知
っ
て
も
ら
い
た
い
―
と
、言
語
聴
覚
士
に
興

味
を
持
つ
高
校
生
を
対
象
に
、八
月
二
六
日
、

本
学
附
属
の
言
語
聴
覚
セ
ン
タ
ー
の
見
学
ツ
ア

ー
を
開
催
し
た
。当
セ
ン
タ
ー
は
、こ
と
ば
・
聴
覚
・

嚥
下
機
能
等
に
障
害
を

有
す
る
方
々
へ
の
専
門

的
な
治
療
や
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
を
行
う
専
門
施

設
。
開
設
か
ら
二
〇
年
、

栃
木
県
内
の
み
な
ら
ず

他
県
か
ら
も
多
く
の
利

用
者
が
い
る
。 

　
今
回
、定
員
を
超
え
る

応
募
が
あ
り
、そ
の
中
か
ら
高
校
生
と
そ
の
保

護
者
二
四
名
が
参
加
し
た
。午
前
中
は
言
語
聴

覚
士
の
仕
事
内
容
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ

い
て
学
科
長
の
畦
上
恭
彦
教
授
に
よ
る
講
演
が

あ
り
、昼
食
を
は
さ
ん
で
言
語
聴
覚
セ
ン
タ
ー

の
見
学
を
行
っ
た
。
昼
食
時
は
臨
床
実
習
や
講

義
・
学
生
生
活
に
関
す
る
様
々
な
疑
問
に
つ
い

て
、四
年
生
が
丁
寧
に
応
対
し
た
。
参
加
者
か

ら「
検
査
室
や
訓
練
室
が
整
っ
て
い
る
」
な
ど
の

設
備
面
へ
の
感
想
や
、「
常
に
教
わ
っ
て
い
る
先

生
か
ら
実
習
指
導
を
受
け
ら
れ
る
と
聞
き
、親

と
し
て
安
心
し
た
」
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
た
。 

　
見
学
ツ
ア
ー
を
実
施
し
た
こ
と
で
、言
語
聴

覚
セ
ン
タ
ー
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、言
語
聴
覚

士
の
仕
事
や
本
学
の
魅
力
な
ど
も
多
く
伝
え

る
こ
と
が
出
来
た
。今
後
も
言
語
聴
覚
士
を
よ

り
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
企
画
を
開
催
し

て
い
き
た
い
。 

 

　
一
○
月
二
一
日
、
医
療
福
祉
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
学
科
が
「
第
二
一
回
医
療
経
営
戦
略
セ
ミ
ナ

ー
」
を
開
催
し
た
。
今
年
度
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、

「
人
口
減
少
社
会
に
向
け
て
医
療
・
介
護
現
場

は
ど
う
変
わ
る
の
か
」
を
テ
ー
マ
に
、
国
際
医

療
福
祉
大
学
大
学

院
の
高
橋
泰
教
授

が
講
演
。
栃
木
県
・

福
島
県
・
茨
城
県
・

千
葉
県
の
医
療
・

福
祉
関
連
施
設
か

ら
二
四
名
が
参
加
し
、

在
学
生
も
合
わ
せ

る
と
約
二
〇
〇
名

の
聴
講
者
が
会
場

を
埋
め
尽
く
し
た
。
 

　
約
六
〇
分
間
の

講
演
を
通
じ
て
、
高
橋
教
授
か
ら
医
療
・
介
護

現
場
の
具
体
的
な
将
来
像
が
分
か
り
や
す
く
説

明
さ
れ
る
と
、
聴
講
者
は
真
剣
な
眼
差
し
で
耳

を
傾
け
、
熱
心
に
メ
モ
を
取
る
姿
も
見
ら
れ
た
。

講
演
後
の
質
疑
応
答
で
は
、
複
数
の
聴
講
者
が

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
鋭
い
質
問
を
提
起
し
、

会
場
中
が
白
熱
し
た
。
講
演
終
了
後
の
受
講
者

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
今
後
の
仕
事
に
役
に
立
つ
」

と
い
う
意
見
が
最
も
多
く
見
ら
れ
た
。
「
講
演

内
容
を
自
施
設
に
持
ち
帰
っ
て
何
が
で
き
る
か

検
討
し
た
い
」、「
世
の
中
に
こ
の
内
容
を
も
っ

と
広
め
て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
声
も
あ
り
、
今

回
の
セ
ミ
ナ
ー
の
内
容
に
対
す
る
満
足
度
の
高

さ
が
う
か
が
わ
れ
た
。
 

　
十
月
七
日
、
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
、
国

際
医
療
福
祉
大
学
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
教
育
後

援
会
「
第
二
十
回
会
員
の
つ
ど
い
」（
教
育
後
援

会
長

益
子
雅

浩
）
を
開
催
し

た
。
 

　
冒
頭
、
新
井

田
孝
裕
副
学
長

に
よ
り
記
念
講

演
が
行
わ
れ
た
。

今
回
は
「
四
○

代
・
五
○
代
に

多
い
目
の
疾
患

と
早
期
発
見
の

秘
訣
」
を
テ
ー

マ
に
、四
○
代
・

五
○
代
か
ら
急

増
す
る
目
の
疾

患
と
そ
の
症
状
、

定
期
健
診
の
重

要
性
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
。
 

　
講
演
後
、
全
体
会
が
行
わ
れ
、
初
め
に
益
子

会
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
中
で
、
会
員
の
皆

様
の
温
か
い
ご
支
援
へ
の
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

続
い
て
、
新
井
田
副
学
長
の
挨
拶
の
後
、
幹
事

の
皆
様
の
ご
紹
介
が
あ
り
、
締
め
く
く
り
に
、

小
林
雅
彦
学
生
部
長
よ
り
本
学
の
現
況
に
つ
い

て
報
告
が
あ
っ
た
。
 

　
全
体
会
の
終
了
後
は
、
学
科
ご
と
に
別
れ
た

学
科
別
懇
談
会
が
行
わ
れ
、
各
学
科
の
担
当
教

員
に
よ
る
個
別
面
談
な
ど
が
催
さ
れ
た
。
 

　
九
月
一
三
日
、
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
、

「
第
七
回
幸
齢
者
ス
ク
ー
ル
」
（
主
催

国
際

医
療
福
祉
大
学
、
大
田
原
市
）
を
開
催
し
た
。

事
前
に
抽
選
で
選
ば
れ
た
九
五
名
が
参
加
し
た
。
 

　
津
久
井
富
雄
市
長
と
大
友
邦
学
長
の
挨
拶
の

後
、
全
員
で
「
認

知
証
予
防
ア
ク
テ

ィ
ビ
テ
ィ
『
認
知

証
予
防
―
ち
ょ
っ

と
し
た
時
間
で
で

き
る
脳
の
き
ら
き

ら
化
』
」
と
題
し
、

看
護
学
科
　
松
本

明
美
教
授
の
手
足

を
使
う
体
操
・
ク

イ
ズ
・
お
手
玉
な

ど
を
使
っ
た
ゲ
ー

ム
を
楽
し
ん
だ
。
 

　
続
い
て
、体
操

後
の
カ
ロ
リ
ー
消

費
チ
ェ
ッ
ク
・
平

衡
感
覚
測
定
・
脳

の
柔
軟
体
操
・
お

口
の
健
康
チ
ェ
ッ

ク・目
の
チ
ェ
ッ
ク・

骨
密
度
測
定
・
詐

欺
被
害
を
防
ぐ
心

構
え
・
漢
方
体
験

な
ど
、各
学
科
で
工
夫
し
た
企
画
を
、
二
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
四
学
科
ず
つ
を
体
験
学
習
し
た
。
 

　
閉
講
式
で
は
、
大
友
学
長
か
ら
修
了
証
を
受

け
取
り
、閉
会
し
た
。
 

　
言
語
聴
覚
学
科
の
国
家
試
験
対
策
夏
季
合
宿

が
八
月
九
日
、
国
際
医
療
福
祉
大
学
那
須
セ
ミ

ナ
ー
ハ
ウ
ス
に
て
実
施
さ
れ
た
。
台
風
一
過
の

猛
暑
日
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
暑
さ
を
吹
き
飛
ば

す
よ
う
に
四
年
生
約
一
〇
〇
名
が
国
家
試
験
過

去
問
題
四
〇
〇
問
四
時
間
の
模
擬
試
験
に
挑
戦

し
た
。
 

　
夏
季
休
暇
は
前
期
に
臨
床
実
習
を
終
え
、
国

家
試
験
に
向
け
集
中
し
て
勉
強
に
取
り
組
む
時

期
で
あ
る
。
四
時
間
集
中
し
て
試
験
に
取
り
組

む
姿
か
ら
、
国
家
試
験
全
員
合
格
に
向
け
て
の

意
気
込
み
を
強
く
感
じ
る
こ
と
が
出
来
た
。
 

　
試
験
終
了
後
は
多
く
の
教
員
も
加
わ
り
、
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
で
懇
親

を
深
め
た
。
日
頃
の

勉
強
や
就
職
活
動
に

つ
い
て
の
悩
み
や
不

安
な
ど
を
共
有
し
、

有
意
義
な
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
出
来
た
。

漠
然
と
感
じ
て
い
る

悩
み
を
こ
の
よ
う
な

場
で
相
談
し
た
り
、

打
ち
明
け
た
り
す
る

こ
と
で
、
周
囲
も
同
様
の
悩
み
を
抱
え
て
い
た

こ
と
に
気
づ
い
て
安
心
す
る
学
生
や
、
ア
ド
バ

イ
ス
し
あ
う
姿
が
あ
り
、
国
家
試
験
に
向
け
て

学
生
同
士
が
支
え
あ
う
良
い
機
会
と
な
っ
た
。
 

　
今
年
度
も
国
家
試
験
全
員
合
格
に
向
け
、
学

生
・
教
員
一
丸
と
な
り
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
き

た
い
。
 

　
医
療
福
祉
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
の
地
域
福

祉
・
行
政
領
域
で
実
習
を
行
っ
た
学
生
た
ち
は
、

毎
年
、
実
習
指
導
の
一
環
と
し
て
、
栃
木
県
共

同
募
金
会
大
田
原
市
支
会
が
実
施
す
る
赤
い
羽

根
共
同
募
金
の
街
頭
募
金
活
動
に
協
力
し
て
い

る
。
大
田
原
市
で
は
一
○
月
中
の
毎
土
・
日
曜

日
に
、
市
内
の
各
店
舗
店
頭
に
お
い
て
、
中
学

生
や
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
が
参
加
し
て
街

頭
募
金
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
本
学
の
学
生
は

募
金
活
動
初
日
と
な
る
一
○
月
一
日
に
参
加
し

た
。
募
金
会
場
の
一
つ
で
あ
る
東
武
大
田
原
店

で
は
、
大
田
原
市
の
津
久
井
富
雄
市
長
や
イ
メ

ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
、
与
一
く
ん
と
共
に
募
金

を
呼
び
か
け
、
多

く
の
人
か
ら
募
金

と
共
に
温
か
い
声

を
か
け
て
い
た
だ

い
た
。
 

　
寄
せ
ら
れ
た
募

金
は
、
栃
木
県
全

体
で
い
っ
た
ん
集

約
さ
れ
る
が
、
一

定
の
割
合
で
各
地

域
に
配
分
さ
れ
、

各
地
域
の
地
域
福
祉
活
動
を
進
め
る
た
め
の
貴

重
な
民
間
財
源
と
な
る
。
学
生
た
ち
は
実
習
で

学
ん
だ
こ
の
共
同
募
金
の
仕
組
み
を
、
足
を
止

め
て
募
金
し
て
く
れ
た
市
民
の
方
に
丁
寧
に
説

明
し
て
お
り
、
共
同
募
金
の
意
義
や
使
い
み
ち

な
ど
、
実
習
で
の
学
び
を
地
域
の
人
々
に
還
元

す
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
る
。
 

　
J
R
P
S（
日
本
網
膜
色
素
変
性
症
協
会
）と
ち

ぎ
が
主
催
し
た「
散
策
の
会
」が
八
月
二
〇
日
に
栃
木

県
日
光
市
で
開
催
さ
れ
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加

し
た
。 

　
網
膜
色
素
変
性
症
に
よ
る

視
力
・
視
野
障
害
で
日
常
生
活

に
不
自
由
を
感
じ
て
い
る
方
々

に
対
し
、日
光
だ
い
や
川
公
園

な
ど
の
散
策
の
同
行
援
護（
外

出
の
サ
ポ
ー
ト
）を
行
っ
た
。視

機
能
療
法
学
科
で
は
三
年
次

に「
同
行
援
護
従
業
者（
一
般

課
程
）」の
資
格
を
取
得
す
る
が
、実
際
の
利
用
者
へ

の
実
践
的
な
同
行
援
護
は
初
め
て
だ
っ
た
。 

　
当
日
は
緊
張
し
た
が
、公
園
の
散
策
や
資
料
館
見

学
な
ど
を
利
用
者
の
方
々
と
行
い
、有
意
義
な
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。同
行
援
護
は
、利
用
者
を

安
全
に
誘
導
す
る
だ
け
で
な
く
、景
色
や
足
元
・
頭
上

な
ど
周
囲
の
状
況
を
詳
細
に
利
用
者
に
伝
え
る
必
要

が
あ
る
。利
用
者
と
一
日
を
過
ご
し
、視
覚
障
害
者
が

ど
の
よ
う
な
こ
と
で
不
便
を
感
じ
て
い
る
の
か
を
理

解
す
る
こ
と
が
で
き
た
。ま
た
、知
識
・
技
術
だ
け
で
な

く
、正
確
な
視
覚
情
報
を
伝
え
る
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
の
重
要
さ
を
改
め
て
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

　
今
後
医
療
に
従
事
す
る
際
に
、今
回
の
貴
重
な
体

験
を
活
か
し
、視
覚
障
害
を
有
す
る
方
々
に
対
し
安

全
な
同
行
援
護
を
し
て
い
き
た
い
。 

「
第
八
回
キ
ッ
ズ
ス
ク
ー
ル
」
（
主
催

国
際

医
療
福
祉
大
学
、
大
田
原
市
、
大
田
原
市
教
育

委
員
会
）
を
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
で
八
月
九
日
、

開
催
し
た
。
楽
し
み
な
が
ら
医
療
福
祉
の
世
界

を
体
験
す
る
こ
の
企
画
に
、
小
学
生
六
〇
名
、

中
学
生
五
九
名
が
、
そ
れ
ぞ
れ
四
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
参
加
。
小
学
生
は
医
療
福
祉
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
る
側
、
中
学
生
は
医
療
福
祉

に
従
事
す
る
側
か
ら
、

さ
ま
ざ
ま
な
医
療
福
祉

の
体
験
を
し
た
。
 

　
中
学
生
コ
ー
ス
新
企

画
、
「
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
体
験
！
 
救
急
患

者
の
体
の
中
は
？
〜
発

見
か
ら
治
療
ま
で
〜
」

で
は
、
心
肺
蘇
生
、
超

音
波
検
査
、
内
視
鏡
外

科
手
術
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、

糸
結
び
・
結
紮
（
け
っ

さ
つ
）
体
験
を
し
、
救

急
場
面
か
ら
診
断
・
治

療
の
連
続
性
を
考
え
な

が
ら
学
修
し
た
。
 

　
最
後
に
、
大
友
邦
学

長
か
ら
一
人
ひ
と
り
に

「
ヘ
ル
ス
ケ
ア
・
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
認
定
証
」

が
授
与
さ
れ
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
を

き
っ
か
け
に
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
医
療
福

祉
へ
の
関
心
を
高
め
、
将
来
の
進
路
を
選
定
す

る
際
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
 

：
 

：
 

：
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キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
 
●
大
田
原
 

キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
 

●
大
田
原
 

●活発な質疑応答が行われた新井田副学長の記念講演 

●講演を熱心に聴講する参加者 

●教員の指導に合わせて身体を動かす参加者たち ●参加者と「しりとり」をする作業療法学科の学生 

キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
 

第111回 

大
田
原
 

（
言
語
聴
覚
学
科
助
手
　
佐
藤
友
貴
）
 

（
言
語
聴
覚
学
科
助
手
　
佐
藤
友
貴
）
 

（
総
務
課
　
蜂
巣
翔
子
）
 ●糸結び・結紮体験をする参加者 

言
語
聴
覚
セ
ン
タ
ー
見
学
ツ
ア
ー
 

（
医
療
福
祉
・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
講
師
　
酒
井
健
） 

第
二
一
回
 
 

医
療
経
営
戦
略
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
 

教
育
後
援
会
会
員
の
つ
ど
い
 

新
井
田
副
学
長
が
記
念
講
演
 

言
語
聴
覚
学
科
 

〜
国
家
試
験
対
策
夏
季
合
宿
〜
 

（
医
療
福
祉
・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
准
教
授
　
大
石
剛
史
） 

（
学
生
課
　
和
久
井
秀
隆
） 

大
田
原
市
赤
い
羽
根
共
同
募
金
 

街
頭
募
金
に
協
力
 

（
視
機
能
療
法
学
科
　
三
年
　
竹
村
友
樹
）
 

（
総
務
課
　
平
塚
里
香
）
 

J
R
P
S
と
ち
ぎ
主
催
の
 

「
散
策
の
会
」
に
参
加
 

第
八
回
キ
ッ
ズ
ス
ク
ー
ル
に
 

一
一
九
人
参
加
 

第
七
回
幸
齢
者
ス
ク
ー
ル
 

Campus report Campus report

●内視鏡手術トレーナーを操作する参加者 



　
成
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、医
学
部
・
成
田
看
護
学

部
・
成
田
保
健
医
療
学
部
の
学
生
や
、
地
域
の
病

院
で
働
く
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
技
術
を
高
め
、
心
の
通
っ
た
医
療
が
実
践

さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
九
月
に
「
成
田

キ
ャ
ン
パ
ス
模
擬
患
者
の
会
」
を
発
足
さ
せ
た
。
 

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
地
元
の
回
覧
板
な
ど
で
参

加
者
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、九
月
一
四
日
の
第
一

回
講
習
会
に
は
、日
頃
か

ら
医
療
に
関
心
を
持
た

れ
て
い
る
五
九
人
の
参

加
の
も
と
、
模
擬
患
者

の
活
動
の
概
要
に
つ
い

て
説
明
し
た
。一
〇
月
五

日
の
第
二
回
講
習
会
で

は
演
技
指
導
が
始
ま
り
、

四
七
人
の
参
加
者
が
八

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
、
シ
ナ
リ
オ
に
沿

っ
た
演
技
を
体
験
し
た
。
 

　
今
年
度
の
講
習
会
は

合
計
八
回
を
予
定
し
て
お
り
、
来
年
一
月
に
は
、

医
学
部
の
授
業
に
お
い
て
、
模
擬
患
者
と
し
て

の
活
動
が
始
ま
る
。
今
年
度
の
募
集
は
締
め
切

っ
た
が
、
と
も
に
医
療
の
質
の
向
上
を
め
ざ
す

べ
く
、
来
年
度
も
引
き
続
き
、
多
く
の
方
々
の

参
加
を
募
っ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
 

　
一
〇
月
二
二
日（
日
）、東
京
青
山
キ
ャ
ン
パ
ス

に
て「
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
が
ん
診
療
〜

が
ん
患
者
ケ
ア
に
多
職
種
で
ど
う
向
き
合
う
か

〜
」
を
テ
ー
マ
に
、多
職
種
協
働
市
民
公
開
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。こ
の
取
り
組
み
は
、本

年
六
月
に
採
択
さ
れ
た
文
部
科
学
省
『
多
様

な
新
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る「
が
ん
専
門
医
療
人

材（
が
ん
プ
ロ
フ
ェッ
シ
ョ
ナ
ル
）」養
成
プ
ラ
ン
』事

業
の
一
環
と
し
て
開
催
す

る
も
の
で
、川
崎
市
立
井

田
病
院
の
西
智
弘
先
生

や
聖
路
加
国
際
病
院
の

久
野
美
智
子
先
生
ら
、さ

ま
ざ
ま
な
職
種
の
エ
キ
ス

パ
ー
ト
か
ら
講
演
を
い
た

だ
き
、一
般
の
方
や
大
学

院
生
等
の
参
加
者
と
の
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。 

　
一
二
月
一
〇
日（
日
）に
は
、東
京
青
山
キ
ャ

ン
パ
ス
に
て「
ゲ
ノ
ム
情
報
は
が
ん
治
療
に
ど
の

よ
う
に
役
立
つ
の
か
？
」
を
テ
ー
マ
に
、が
ん
プ
ロ

フ
ェッ
シ
ョ
ナ
ル
養
成
の
た
め
の
教
育
ワ
ー
ク
シ
ョッ

プ
を
開
催
す
る
。
大
学
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
・
申
込
方
法
等
を
ご
確
認
の
う
え
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

　
九
月
九
日（
土
）、東
京
青
山
、大
田
原
、小
田

原
、福
岡
の
各
キ
ャ
ン
パ
ス
で
大
学
院
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
し
た
。参
加
者
は
二
〇
〇
名

を
超
え
、熱
気
を
帯
び
た
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

と
な
っ
た
。 

　
全
体
説
明
会
で
は
、三

浦
総
一
郎
大
学
院
長
の

挨
拶
に
始
ま
り
、大
学
院

の
特
徴
と
学
生
生
活
、入

試
の
説
明
を
行
っ
た
。
参

加
者
は
大
学
院
の
概
要

は
も
ち
ろ
ん
、来
年
四
月

に
開
設
を
控
え
る
東
京

赤
坂
キ
ャ
ン
パ
ス
の
説
明

な
ど
、今
後
の
展
望
に
も

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。 

　
全
体
説
明
に
続
い
て
実
施
し
た
分
野
・
専
攻

ご
と
の
進
学
相
談
会
で
は
、実
際
に
指
導
に
当

た
っ
て
い
る
教
員
か
ら
、個
別
相
談
や
模
擬
授
業
、

グ
ル
ー
プ
で
の
集
団
説
明
な
ど
を
通
じ
て
、分
野

の
特
徴
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
分
か
り
や
す
く
説
明

さ
れ
た
。
ま
た
、次
年
度
か
ら
開
設
さ
れ
る
予

定
の「
医
学
研
究
科
」
を
は
じ
め
と
す
る
新
研

究
科
、新
分
野
で
も
説
明
会
を
実
施
し
た
。
参

加
者
は
不
安
や
疑
問
を
解
消
し
、進
学
に
向
け

気
持
ち
を
新
た
に
し
て
い
た
。 

　
大
学
院
で
は
平
成
三
〇
年
一
月
一
四
日（
日
）

に
も
、東
京
青
山
キ
ャ
ン
パ
ス
で
全
分
野
を
対
象

に
し
た
進
学
説
明
会
を
開
催
す
る
ほ
か
、各
分

野
・
専
攻
単
位
で
も
説
明
会
や
授
業
見
学
会
を

実
施
し
て
い
る
。大
学
院
進
学
を
検
討
さ
れ
て

い
る
方
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
情
報
を
チ
ェッ
ク
し

て
く
だ
さ
い
。 

 

　
第
一
〇
回
ア
ジ
ア
環
太
平
洋
音
声
言
語
聴
覚

学
会
学
術
大
会
が
九
月
一
七
〜
一
九
日
、
成
田

キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
成
田
保
健
医
療
学
部
言
語
聴

覚
学
科
長
の
城
間
将
江
教
授
が
大
会
長
と
な
り
、

開
催
さ
れ
た
。
 

　
本
大
会
は
、
言
語

聴
覚
療
法
に
関
す
る

本
邦
初
の
国
際
学
会

で
あ
り
、
一
七
か
国

か
ら
四
七
四
人
が
参

加
し
た
。
藤
田
郁
代
・
大
学
院
言
語
聴
覚
分
野

責
任
者
に
よ
る
主
賓
講
演
を
は
じ
め
と
し
、
基

調
講
演
、
教
育
セ
ミ
ナ
ー
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な

ど
を
と
お
し
て
、
本
学
を
舞
台
に
世
界
の
最
先

端
の
話
題
に
関
す
る
熱
い
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。
 

　
一
般
演
題
で
は
口
述
八
一
演
題
、
ポ
ス
タ
ー

一
七
四
演
題
の
発
表
が
あ
り
、
本
学
教
職
員
や

大
学
院
生
も
多
く
の
発
表
を
行
い
、
本
学
グ
ル

ー
プ
の
言
語
聴
覚
障
害
学
に
関
す
る
水
準
の
高

さ
を
国
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
絶
好
の
機
会
と

な
っ
た
。
ま
た
、
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
開
催
な
ら

で
は
企
画
と
し
て
、
本
学
科
の
学
生
が
「
着
物

で
記
念
撮
影
」
「
折
り
紙
」
「
書
道
」
な
ど
日

本
文
化
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
外
国

人
を
お
も
て
な
し
し
た
。
 

　
二
日
目
の
夜
、
成
田
山
書
道
美
術
館
で
の
夕

食
会
に
は
小
泉
一
成
成
田
市
長
が
駆
け
つ
け
、

国
際
学
会
が
成
田
市
で
開
催
さ
れ
た
こ
と
に
対

す
る
歓
迎
の
こ
と
ば
を
述
べ
ら
れ
る
と
、
会
場

か
ら
大
き
な
拍
手
が
起
こ
っ
た
。
 

 
小
田
原
保
健
医
療
学
部
は
今
年
も
「
と
き
め

き
国
際
学
校
」
の
受
け
入
れ
を
行
っ
た
。
 

 
小
田
原
市
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ノ
ー
ザ
ン

ビ
ー
チ
市
が
友
好
都
市
の
関
係
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
相
互
交
流
事
業
と
し
て
、
毎
年
「
と
き
め

き
国
際
学
校
」
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

小
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス

で
の
体
験
学
習
が
企

画
さ
れ
て
い
る
。
 

　
今
年
は
九
月
二
九

日
に
二
〇
名
の
ノ
ー

ザ
ン
ビ
ー
チ
市
の
中

高
校
生
が
体
験
学
習

の
た
め
本
学
を
訪
れ
た
。

本
学
で
準
備
し
た
体

験
学
習
は「
高
齢
者
体

験
・
妊
婦
体
験
」「
ス

ト
レ
ッ
チ
」「
習
字
を

用
い
た
リ
ハ
ビ
リ
」。

本
学
の
学
生
に
と
っ

て
は
、
生
の
英
語
に

触
れ
る
機
会
で
、
普

段
の
英
語
の
授
業
の

成
果
を
確
認
す
る
場

に
な
っ
た
。
 

　
ノ
ー
ザ
ン
ビ
ー
チ

市
の
中
高
校
生
は
、

初
め
て
体
験
す
る
も
の
も
多
く
、
例
え
ば
、
高

齢
者
体
験
を
通
し
て
、
動
き
に
く
さ
や
見
え
に

く
さ
を
体
験
し
た
と
こ
ろ
、
驚
い
て
い
た
様
子

だ
っ
た
。
ま
た
、
本
学
の
学
生
た
ち
と
英
語
で

交
流
し
、
短
い
時
間
の
中
な
が
ら
早
々
に
打
ち

解
け
て
い
た
の
が
印
象
的
だ
っ
た
。
 

　
印
旛
郡
栄
町
主
催
の「
栄
町
ま
ち
づ
く
り
大
学
 

介
護
学
部
」
が
八
月
二
日
、
栄
町
の
ふ
れ
あ
い

プ
ラ
ザ
さ
か
え
で
開
催
さ
れ
、
理
学
療
法
学
科

の
櫻
井
陽
子
助
教
と
竹
内
真
太
助
教
が
講
義
を

行
い
、
学
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
た
。

「
出
会
い
」と「
学
び
」を
通
し
て
「
元
気
な
栄
町
」

を
支
え
る
人
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
事
業
で
、

今
回
は
「
起
き
る
、
座
る
を
安
全
に
　
寝
返
り
、

起
き
上
が
り
、
座
位
、
車
い
す
へ
」
を
テ
ー
マ
に
、

実
技
指
導
を
交
え
た
講
義
を
行
っ
た
。
 

　
学
生
は
事
前
に
講
義
内
容
の
指
導
を
受
け
、練

習
を
重
ね
た
。参
加
者
の
多
く
は
日
頃
、介
助
に

携
わ
っ
て
お
り
、介

助
方
法
の
基
本
原
則
、

寝
返
り
動
作
・
起
き

上
が
り
動
作
・
乗
り

移
り
動
作
の
介
助

方
法
、
車
椅
子
乗

車
時
の
姿
勢
の
直

し
方
、車
椅
子
の
操

作
方
法
に
つ
い
て
、

実
技
の
実
践
中
か

ら
質
問
や
意
見
が

飛
び
交
っ
た
。「
介
助
さ
れ
る
方
の
重
心
を
高
く

し
て
身
体
を
小
さ
く
す
る
と
、介
助
す
る
時
の
力

が
少
な
く
て
す
む
」と
い
っ
た
基
本
原
則
の
重
要

性
を
実
感
し
、
す
ぐ
に
使
え
る
知
識
と
し
て
身

に
つ
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
初
め
は
緊

張
気
味
だ
っ
た
学
生
も
、最
後
は
地
域
の
方
と
笑

顔
で
会
話
を
す
る
様
子
が
み
ら
れ
、有
益
な
機
会

に
な
っ
た
と
感
じ
た
。
 

　
九
月
二
八
日
、
医
学
部
の
一
期
生
の
う
ち
、

心
肺
蘇
生
法（
B
L
S
）の
普
及
に
興
味
を
持
っ
た

二
七
名
が
、
成
田
市
消
防
本
部
が
主
催
す
る
講

習
を
修
了
し
、
応
急
手
当
普
及
員
の
資
格
を
取

得
し
た
。
講
習
で
は
背
景
の
異
な
る
人
々
に
ど

の
よ
う
に
効
果
的
な
指
導
が
行
え
る
か
、
成
人

教
育
技
法
と
い
う
も
の
を
学
び
、
学
生
た
ち
も

指
導
す
る
難
し
さ
と
楽
し
さ
を
体
験
し
た
。
 

　
こ
の
資
格
は
本

学
や
成
田
市
、
近

隣
市
町
村
等
で
開

催
さ
れ
る
B
L
S

講
習
会
で
受
講
生

に
指
導
が
で
き
る

資
格
で
、
今
後
学

生
た
ち
は
、
地
元

消
防
本
部
な
ど
と

も
連
携
し
、
こ
れ

ら
の
B
L
S
講
習

会
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
講
師
と
し
て

参
加
予
定
で
あ
る
。
 

　
医
学
部
で
は
現

在
、
献
体
活
動
の

広
報
な
ど
を
近
隣

市
町
村
に
対
し
て
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
際
に

も
B
L
S
講
習
会
の
開
催
を
希
望
さ
れ
る
こ
と

が
あ
る
。
今
後
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が

地
域
の
人
々
に
認
知
さ
れ
、
本
学
の
取
組
み
が

成
田
地
区
で
も
よ
り
広
く
ご
理
解
い
た
だ
け
る

こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
 

 
九
月
二
日
、
小
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
本
校
舎
に

て
、「
第
二
五
回
日
本
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
学
会
全

国
大
会
」（
大
会
長
・
小
田
原
保
健
医
療
学
部
　

講
師
、
寺
田
佳
孝
）
を
開
催
し
た
。
本
学
会
で

は
開
発
・
環
境
・
平
和
・
宗
教
・
異
文
化
理
解

等
の
グ
ロ
ー
バ
ル
課
題
に
取
り
組
む
べ
く
、
グ

ロ
ー
バ
ル
教
育
の
理
論
的
、
実
証
的
研
究
を
進

め
て
い
る
。
 

 
今
大
会
で
は
、
合
計
一
九
の
報
告
が
な
さ
れ

る
と
と
も
に
、「
教
科
の
学
習
と
グ
ロ
ー
バ
ル
教

育
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催

さ
れ
た
。
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
初
等
教
育
、

中
等
教
育
そ
し
て
大
学
で
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を

踏
ま
え
た
学
習
に
つ
い
て
、
四
名
の
演
者
か
ら

発
表
が
な
さ
れ
た
。「
高
等
教
育
に
お
け
る
グ
ロ

ー
バ
ル
学
習
」に
関
し
て
は
、
小
田
原
保
健
医

療
学
部
の
黒
澤
和
生
学
部
長
が
、
本
学
の
歴
史

と
理
念
、
国
際
交
流
に
係
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や

留
学
生
の
受
け
入
れ
等
の
教
育
実
践
に
つ
い
て

発
表
し
た
。
 

 
黒
澤
学
部
長
、
理
学
療
法
学
科
の
先
生
方
、

そ
し
て
小
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
の
皆
様
の
ご

助
力
で
大
会
が
開
催
で
き
ま
し
た
こ
と
を
深
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
 
●
成
田
 

キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
 

●
小
田
原
　

●
大
学
院
 

●実技を観察してアドバイスや補助を行う学生たち 

●シナリオに目を通す参加者と、指導する石川和信教授（中央） 

キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
 

第9回 

成
田
 

（
言
語
聴
覚
学
科
 
教
授
　
内
田
信
也
）
 

（
理
学
療
法
学
科
 
助
教
　
竹
内
真
太
）
 

●応急手当普及員の資格を取得した学生たち 

（
医
学
部
　
准
教
授
 
川
岸
久
太
郎
）
 

（
総
務
課
　
高
久
晃
）
 

（
広
報
 
金
井
雅
之
）
 

（
大
学
院
運
営
室
　
近
納
一
重
）
 

「
成
田
キ
ャ
ン
パ
ス
模
擬
患
者
の
会
」
 

が
発
足
 

文
部
科
学
省
 
が
ん
専
門
医
療
人
材
 

（
が
ん
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
）養
成
プ
ラ
ン
 

●全体説明の様子 

●シンポジウム講師　久野美智子先生（聖路加国際病院） 

大
学
院
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
 

開
催
 

●開会のあいさつをする城間大会長 

第
一
〇
回
ア
ジ
ア
環
太
平
洋
 

音
声
言
語
聴
覚
学
会
学
術
大
会
 
 

開
催
 

（
医
学
一
般
教
育
　
寺
田
佳
孝
）
 

栄
町
ま
ち
づ
く
り
大
学
に
 

理
学
療
法
学
科
の
教
員
と
学
生
が
参
加
 

医
学
部
一
年
生
が
 

応
急
手
当
普
及
員
資
格
を
取
得
 

と
き
め
き
国
際
学
校
 

日
本
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
学
会
 

全
国
大
会
開
催
 

Campus report Campus report

キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
 

第44回 

小
田
原
 

キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
 

第18回 

大
学
院
 



　
九
月
九
日
、全
学
生
の
保
護
者
を
対
象
に
福

岡
看
護
学
部
保
護
者
懇
談
会
を
開
催
し
、八
六

組
九
五
名
の
保
護
者
が
参
加
し
た
。 

　
懇
談
会
は
、保
護
者
の
皆
さ
ん
に
直
接
教
員

と
の
面
談
等
を
通
じ
て
学
生
の
学
修
面
、生
活
面
、

健
康
面
な
ど
に
つ
い
て
現
状
を
把
握
し
て
い
た
だ

き
、今
後
の
各
家
庭
で
の
指
導
に
役
立
て
て
い
た

だ
こ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。 

　
午
前
中
の
全
体
会
で
は
、大
池
美
也
子
学
部
長

の
挨
拶
に
続
い
て
、教
務
・
学
生
・
就
職
・
国
家
試
験

対
策
な
ど
の
各
委
員
長
よ
り
現
況
報
告
を
行
い
、

午
後
か
ら
は
希
望
者
を
対
象
に
個
別
面
談
を
行
っ

た
。担
当
教
員
の
説
明
に
耳
を
傾
け
、熱
心
に
質

問
を
さ
れ
る
保
護
者
の
様
子
が
見
受
け
ら
れ
た
。 

　
保
護
者
か
ら
は「
先
生
と
の
懇
談
で
子
供
の
様

子
が
聞
く
こ
と
が
で
き
て
安
心
し
た
」「
実
習
や

国
家
試
験
対
策
、就
職
な
ど
の
こ
と
が
よ
く
わ
か

り
ま
し
た
」「
八
月
の
国
際
交
流
、海
外
研
修
で

は
大
変
貴
重
な
経
験
を
す
る
事
が
で
き
、本
人

は
も
ち
ろ
ん
、家
族
も
喜
ん
で
い
る
。大
学
で
こ
の

機
会
が
な
か
っ
た
ら
、自
ら
海
外
へ
出
か
け
る
こ
と

は
考
え
も
し
な
か
っ
た
と
思
う
。本
当
に
こ
の
大

学
で
よ
か
っ
た
と
親
子
共
に
思
っ
て
い
る
」な
ど
の

コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
い
た
。今
後
、保
護
者
の
ニ
ー

ズ
を
的
確
に
と
ら
え
な
が
ら
保
護
者
懇
談
会
を

充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
。 

　
大
川
キ
ャ
ン
パ
ス
講
堂
で
四
年
生
を
対
象
に

九
月
一
一
日
に
理
学
療
法
学
科
と
言
語
聴
覚
学
科
、

一
〇
月
一
二
日
に
作
業
療
法
学
科
の
学
内
就
職

説
明
会
を
開
催
し
た
。
 

　
理
学
療
法
学
科
と
言
語
聴
覚
学
科
対
象
の
説

明
会
で
は
六
九
施
設
、
作
業
療
法
学
科
対
象
で

は
七
〇
施
設
と
、
合
計
一
三
九
施
設
と
多
数
の

病
院
や
企
業
が
参
加
し
た
。
 

　
今
回
は
福
岡
県
を
中
心
と
し
た
九
州
各
県
の

施
設
だ
け
で
な
く
、
関
東
・
関
西
地
区
か
ら
も

多
く
の
人
事
担
当
者
が

参
加
さ
れ
、
本
学
の
学

生
に
対
す
る
期
待
の
高

さ
が
窺
わ
れ
た
。
学
生

た
ち
は
関
心
を
持
っ
た

施
設
の
説
明
を
熱
心
に

聞
き
入
っ
て
い
た
。
 

　
説
明
会
で
新
し
い
施

設
と
の
接
点
を
持
つ
こ

と
で
、
今
後
の
就
職
活

動
の
参
考
と
な
っ
た
よ

う
だ
。
 

　
就
職
活
動
は
例
年
、
学
内
就
職
説
明
会
を
き

っ
か
け
に
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
と
し
て
い
く
が
、

す
べ
て
の
学
生
へ
朗
報
が
も
た
ら
さ
れ
る
事
を

心
よ
り
願
っ
て
い
る
。
 

　
九
月
一
四
日
、
平
成
二
九
年
度
第
一
回
合
同

教
員
研
修
会
を
開
催
し
た
。
今
年
は
福
岡
看
護

学
部
が
担
当
と
な
り
、
久
留
米
大
学
の
安
永
悟

先
生
を
お
迎
え
し
て
「
協
同
学
習
に
基
づ
く
ア

ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し

て
い
た
だ
い
た
。
 

　
前
年
度
の
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ
に
続

い
て
、学
生
の
主

体
的
な
学
修
方

法
を
学
ぶ
こ
と

に
取
り
組
ん
だ
。

安
永
先
生
の
講

演
で
は
、三
人
が

一
つ
の
グ
ル
ー
プ

と
な
り
、協
同
学

習
の
基
本
技
法

を
学
ん
だ
。協
同

学
習
は
単
な
る

グ
ル
ー
プ
学
習

で
は
な
く
、協
同

に
よ
る
自
他
貢

献
の
実
感
を
涵

養
す
る
も
の
で

あ
り
、本
学
に
も

十
分
取
り
入
れ
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
あ

る
と
感
じ
た
。
研
修
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は「
是

非
講
義
に
取
り
入
れ
た
い
」「
グ
ル
ー
プ
で
話

し
合
う
こ
と
で
活
性
化
で
き
た
」な
ど
の
肯
定

的
意
見
が
多
く
、
福
岡
看
護
学
部
で
の
取
り

組
み
は
講
師
の
選
定
も
含
め
全
体
的
に
適
切

で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
 

　
二
〇
一
七
年
度
海
外
研
修
の
成
果
報
告
会
が

九
月
一
九
日
、大
川
キ
ャ
ン
パ
ス
講
堂
で
開
催
さ
れ

た
。今
年
度
の
大
川
キ
ャ
ン
パ
ス
の
海
外
研
修
は
、

新
た
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、マ
レ
ー
シ
ア
、カ
ン
ボ
ジ
ア
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
が
渡
航
先
と
し
て
加
わ
り
、一
四
の
研

修
国
、一
九
の
研
修
先
に
二
四
六
名
の
学
生
が
参

加
し
て
実
施
さ
れ
た
。 

　
報
告
会
は
海
外
研
修
に
参
加
し
た
学
生
に
加
え

て
一
年
生
が
全
員
参
加
し
た
。研
修
班
ご
と
に
そ

の
成
果
を
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
用
し
て
発
表
し
、

引
率
教
員
が
補
足
説
明
を
す
る
と
い
う
形
で
行
わ

れ
た
。日
本
で
は
決
し
て
触
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い

現
地
医
療
の
実
情
や
異
文
化
交
流
の
生
き
生
き
と

し
た
様
子
が
報
告
さ
れ
、世
界
各
地
か
ら
持
ち
帰
っ

た
学
び
が
共
有
さ
れ
た
。次
年
度
に
研
修
を
控
え

る
一
年
生
に
と
っ
て
は
、研
修
先
を
選
択
す
る
た
め

の
情
報
収
集
の
場
と
も
な
り
、有
意
義
な
報
告
会

と
な
っ
た
。 

　
九
月
一
九
日
、一
年
生
を
対
象
に
防
災
・
防
火
・

避
難
訓
練
等
講
習
会
が
地
元
大
川
市
消
防
本
部

の
協
力
を
得
て
実
施
さ
れ
た
。 

　
出
火
場
所
を
二
号
館
二
〇
九
教
室
、避
難
場
所
を

グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し
て
消
火
・
避
難
訓
練
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
後
体
育
館
で
Ａ
Ｅ
Ｄ
等
を
用
い
心
肺
蘇
生
法
を

中
心
と
し
た
応
急
手
当
の
実
技
指
導
が
行
わ
れ
た
。 

　
消
防
局
員
の
方
々
の
熱
心
な
指
導
も
あ
り
、学

生
は
日
ご
ろ
の
防
火
防
災
意
識
を
高
め
、応
急
手

当
の
重
要
性
を
再
認
識
す
る
よ
い
機
会
と
な
っ
た

よ
う
だ
。 

Inter nat ional  Topics

国
際
ト
ピ
ッ
ク
ス
 

留学生が見た 母国と日本の保健福祉事情 
●
留
学
生
が
見
た
 
母
国
と
日
本
の
保
健
福
祉
事
情
 

第8回 
　
ホ
ー
チ
ミ
ン

医
科
薬
科
大
学

を
卒
業
し
、
同

大
学
附
属
病
院

で
理
学
療
法
士

と
し
て
働
い
て

い
ま
し
た
が
、二
〇
一
五
年
九
月
に
短
期
研

修
生
と
し
て
国
際
医
療
福
祉
大
学
に
派

遣
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
そ
の
と
き
、作
業
療
法
士
の
教
育
現

場
に
触
れ
、ベ
ト
ナ
ム
に
は
専
門
職
の
い

な
い
作
業
療
法
の
分
野
に
大
変
興
味
を

持
ち
、自
分
も
作
業
療
法
の
知
識
を
得

た
い
と
思
い
、Ｉ
Ｕ
Ｈ
Ｗ
奨
学
生
と
し
て

本
学
に
入
学
し
ま
し
た
。
勉
強
は
大
変

な
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、国
際
交
流
親

善
パ
ー
テ
ィ
ー
や
遠
足
な
ど
の
行
事
、レ
ク

レ
ー
シ
ョ
ン
も
多
く
、楽
し
く
学
生
生
活

を
送
っ
て
い
ま
す
。
 

　
現
在
、谷
口
敬
道
先
生
、小
賀
野
操
先

生
の
ご
指
導
の
も
と
、「
作
業
療
法
士
は

脳
卒
中
患
者
の
個
別
作
業
療
法
時
間
を

ど
う
使
っ
て
い
る
か
　
臨
床
実
践
に
お
け

る
作
業
療
法
内
容
と
そ
れ
に
使
わ
れ
る

時
間
」
を
テ
ー
マ
に
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
 

　
こ
れ
ま
で
、ベ
ト
ナ
ム
に
は
作
業
療
法

士
の
養
成
教
育
機
関
が
存
在
せ
ず
、病
院

で
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
や
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
か
ら

派
遣
さ
れ
た
作
業
療
法
士
の
方
に
指
導

を
受
け
て
い
ま
し
た
が
、今
年
に
な
っ
て
初

め
て
養
成
コ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
 

　
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
の
よ
う
な
大
都
市
で
は

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
を
有
し
て
い
る

総
合
病
院
が
複
数
存
在
し
て
い
ま
す
が
、

地
方
都
市
で
は
そ
の
数
が
激
減
し
ま
す
。

伝
統
医
療
が
国
民
の
生
活
に
根
ざ
し
て

い
る
ベ
ト
ナ
ム
で
は
、リ
ハ
ビ
リ
を
含
む
西

洋
医
学
よ
り
も
伝
統
医
学
に
よ
る
治
療

を
好
む
場
合
も
多
く
、特
に
農
村
部
で
は
、

退
院
後
は
伝
統
医
学
に
よ
る
治
療
し
か

選
択
肢
が
な
い
の
が
現
状
で
す
。
 

　
日
本
で
は
病
院
や
施
設
を
中
心
に
様
々

な
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る

こ
と
や
、自
助
具
や
福
祉
用
具
の
多
さ
に

驚
か
さ
れ
ま
し
た
。ベ
ト
ナ
ム
で
は
車
イ
ス

用
の
ス
ロ
ー
プ
な
ど
は
少
な
く
、バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
は
大
幅
に
遅
れ
て
い
ま
す
。
道
路

は
デ
コ
ボ
コ
で
、点
字
ブ
ロ
ッ
ク
も
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、

視
覚
障
害

者
は
付
添

者
が
い
な
い

と
外
出
で

き
ま
せ
ん
。
 

　
作
業
療

法
は
、身
体

に
障
害
が

あ
る
人
、精

神
に
障
害

が
あ
る
人
、

子
ど
も
、高
齢
者
な
ど
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
で
す
。
修
了
後
は
ベ
ト
ナ
ム
に
戻
り
、

病
院
で
の
実
践
は
も
と
よ
り
、専
門
職
を

め
ざ
す
方
た
ち
へ
の
指
導
も
行
い
、リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
普
及
・
発
展
に
関
わ
っ
て

い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

◆
◆
◆
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キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
 
●
福
岡
　

●
大
川
 

●安永先生の講演を熱心に聴く教員たち 

●真剣に話を聞く学生たち 

（
看
護
学
科
　
教
授
　
白
石
裕
子
）
 

（
学
生
・
国
際
係
　
石
橋
武
彦
）
 

（
学
生
係
　
李
晶
萍
）
 

保
護
者
懇
談
会
を
開
催
 

合
同
教
員
研
修
会
を
実
施
 

（
学
生
・
国
際
係
　
杉
原
活
郎
）
 

（
学
生
・
国
際
係
　
杉
原
活
郎
）
 

学
内
就
職
説
明
会
に
 

一
三
九
施
設
参
加
 

海
外
研
修
成
果
報
告
会
を
開
催
 

防
災
、防
火
、避
難
訓
練
等
 

講
習
会
を
実
施
 

Campus report

キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
 

福
岡
 

第34回 

キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
 

第48回 

大
川
 

D
o
 N
g
o
c
 T
u
n
g

さ
ん 

ベ
ト
ナ
ム
出
身
 

理
学
療
法
士
　
修
士
課
程
 
 

保
健
医
療
学
専
攻
 
作
業
療
法
学
分
野
 

ド
ー
 
ゴ
ッ
ク
 
ト
ゥ
ン
グ
 

（
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
国
際
室
　
藤
原
志
保
）
 
（
東
京
事
務
所
　
国
際
医
療
部
長
　
小
川
卓
也
）
 

カ
ン
ボ
ジ
ア
国
立
医
療
技
術
学
校
の
 

教
員
研
修
を
実
施
 

●大和田病院長による病院概要説明 

●前列左よりタイン学長、大友学長 

●国際交流パーティーの模様 

●放射線・情報科学科の教員と記念撮影 

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●  

　
本
学
の
協
定
校
で
あ
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
立
保

健
科
学
大
学
の
関
連
校
で
も
あ
る
国
立
医
療
技

術
学
校
か
ら
タ
ン
・
ギ
副
校
長（
放
射
線
医
）、放

射
線
科
教
員
で
カ
ン
ボ
ジ
ア
放
射
線
技
師
会
会

長
で
も
あ
る
ポ
ー
・
ソ
フ
ェ
ク
先
生
ら
合
計
四
名

の
教
員
が
本
学
で
の
研
修
の
目
的
で
来
日
し
た
。

　
一
行
は
十
月
二
日
に

大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
に

来
校
し
、新
井
田
孝
裕
副

学
長
の
歓
迎
の
ご
挨
拶

の
後
、研
修
が
ス
タ
ー
ト
、

午
後
に
は
国
際
医
療
福

祉
大
学
病
院
へ
移
動
し
、

大
和
田
倫
孝
病
院
長
よ

り
病
院
概
要
説
明
を
受
け
、

病
院
見
学
を
し
た
。
 

　
一
〇
月
三
〜
五
日
は
国

立
医
療
技
術
学
校
の
来
日

の
主
目
的
で
あ
る「
デ
ジ

タ
ル
放
射
線
技
術
の
講

師
育
成
」の
一
環
と
し
て
、

放
射
線
・
情
報
科
学
科

に
て
内
藏
啓
幸
学
科
長

を
は
じ
め
同
学
科
の
先

生
方
の
ご
協
力
の
も
と

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
指
導
方
法
等
を
学
ん
だ
。
一

〇
月
五
日
の
午
後
に
東
京
へ
移
動
し
、三
田
病
院

と
山
王
病
院
の
見
学
を
し
、本
研
修
を
終
了
し
た
。
 

　
今
後
も
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
お
け
る
放
射
線
技
師

育
成
の
協
力
等
を
通
し
て
、同
校
と
の
交
流
が
続

い
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
 

 

　
一
一
月
一
日
、
ベ
ト
ナ
ム
の
フ
エ
医
科
薬
科

大
学
の
カ
オ
・
ゴ
ッ
ク
・
タ
イ
ン
学
長
＝
附
属

病
院
長
、
グ
エ
ン
・
サ
イ
ン
・
ト
ゥ
ン
大
学
協

議
会
会
長
＝
附
属
病
院
副
院
長
、
グ
エ
ン
・
テ

ィ
・
ア
イ
ン
・
フ
ォ
ン
科
学
技
術
・
国
際
連
携

室
副
室
長
が
国
際
医
療
福
祉
大
学
を
訪
問
し
、

大
友
邦
学
長
、
松
谷
有
希
雄
副
学
長
の
出
席
の

も
と
、
本
学
と

学
術
交
流
協
定

を
締
結
し
た
。
 

　
フ
エ
医
科
薬

科
大
学
は
、
医

学
部
開
設
か
ら

始
ま
っ
た
大
学
で
、

こ
の
二
〇
年
間

に
看
護
学
部
、

公
衆
衛
生
学
部

等
が
設
置
さ
れ

現
在
の
医
療
系

総
合
大
学
と
な
っ
て
い
る
。
ハ
ノ
イ
医
科
大
学
、

ホ
ー
チ
ミ
ン
市
医
科
薬
科
大
学
と
並
ぶ
ベ
ト
ナ

ム
三
大
医
科
大
学
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
人
口
二

五
〇
〇
万
人
が
居
住
す
る
ベ
ト
ナ
ム
中
部
お
よ

び
高
地
地
域
の
医
療
保
健
科
学
を
先
導
し
て
い

る
。
 

　
す
で
に
ベ
ト
ナ
ム
保
健
省
の
仲
介
に
よ
り
同

大
学
医
学
部
生
が
本
学
の
医
学
部
奨
学
生
と
し

て
入
学
し
て
お
り
、
今
後
、
同
大
学
と
の
学
生

や
教
員
の
相
互
派
遣
な
ど
の
交
流
を
通
し
て
、

友
好
関
係
が
更
に
発
展
、
促
進
さ
れ
て
い
く
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
 

◆
◆
◆
 

ベ
ト
ナ
ム
　

フ
エ
医
科
薬
科
大
学
と
 

学
術
交
流
協
定
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締
結
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写
真
特
集
　
学
園
祭
　

●
大
田
原
　

●
成
田
 

写
真
特
集
　
学
園
祭
　

●
小
田
原
　

●
大
川
　

●
福
岡
 

結～僕らは大田原に 
恋をする～ 

IUHW School  Festival IUHW School  Festival

IUHW 5 Campuses School Festival

2017 10／7～8

Ohtawara Campus

Message 
～人から人へ 伝える言葉・笑顔・想い～ 

2017 10／7～8

2017 10／7～8

Odawara Campus 

 

Okawa Campus

Next Stage  
頁をめくる、 
とっておきの秋風 

2017 10／7～8

Narita Campus 

 

Infinity Challenge  
無限の挑戦 

2017 10／7

Fukuoka Campus

才華爛発 

●ニューヨーク州のバッファローウィングの味を再現（有志団体） 

●学祭実行委員 

●茶道部　お茶の誘い ●模擬店の勧誘 ●夜のライブ 

●恒例の灯明・今年は大川昇開橋を表現 

●ダンスサークルawakeの楽しいパフォーマンス ●ボランティアで活躍 うたよみサークルの発表 ●作業療法器具の 
　紹介ガイド 

●森田学科長と学生たち ●国福グランプリ 

●メインステージで記念撮影 ●焼き鳥・フォーの屋台 ●メキシカンフーズのナチョスとケサディア（卓球部） ●３曲を披露したコーラス部の合唱（講義室） 

●屋外ステージのトリをつとめたquintette

風花祭 

IUHW Public Relations Magazine 2017.1113 IUHW Public Relations Magazine 2017.11 12

第22回 
潮風祭 第12回 

月華祭 第13回 

成翔祭 第2回 

蓮翔祭 第9回 



　
一
〇
月
一
六
日
か
ら
二
〇
日
に
か
け
て
、

ア
メ
リ
カ
の
国
際
医
療
機
能
評
価
J
C
I

（Joint C
om
m
ission

　International
）本
部
よ

り
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
三
名
を
迎
え
、
J
C
I

の
模
擬
審
査
を
受
審
し
た
。
当
院
は
二
○
一

五
年
一
二
月
に
J
C
I
の
認
証
を
取
得
し
て

い
る
が
、
認
証
継
続
に
は
三
年
毎
の
更
新
審

査
が
必
要
と
な
る
た
め
、
二
○
一
八
年
末
の

更
新
を
見
据
え
て
の
模
擬
審
査
で
あ
る
。
 

　
五
日
間
の
模
擬
審
査
で
は
、
医
療
の
質
と

患
者
の
安
全
に
主
眼
を
置
い
た
J
C
I
の
一

一
九
八
項
目
に
わ
た
る

基
準
へ
の
合
致
を
検
証

す
る
た
め
、
医
師
・
看

護
師
・
施
設
担
当
の
各

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
院

内
の
様
々
な
施
設
を
視

察
。
業
務
を
担
当
す
る

職
員
に
直
接
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
行
っ
た
り
、
規

則
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど

の
文
書
を
確
認
し
た
り

し
た
。
 

　
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
か
ら
は
当
院
の
医
療
の

質
の
高
さ
に
つ
い
て
評
価
を
い
た
だ
く
と
同

時
に
、
更
新
に
向
け
て
数
々
の
指
摘
も
受
け
た
。

こ
れ
ら
の
指
摘
事
項
を
一
つ
一
つ
改
善
し
、

更
新
審
査
の
合
格
に
向
け
て
引
き
続
き
全
職

員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
 

 

　
国
際
医
療
福
祉
大
学
病
院
は
、
八
月
一
九

日
（
土
）
に
市
民
公
開
講
座
「
整
形
外
科
セ

ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
た
。
 

　
整
形
外
科
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
当
院
整
形
外

科
部
長
の
高
橋
謙
治
教
授
が
『
元
気
に
歩
き

続
け
る
た
め
に
〜
ひ
ざ
・
股
関
節
の
お
話
〜
』

を
テ
ー
マ
に
、
立
つ
、
歩
く
、
し
ゃ
が
む
な

ど
日
常
生
活
に
欠
か
せ
な
い
動
作
で
ひ
ざ
、

股
関
節
が
と
て
も
大
切
な
役
目
を
果
た
し
て

い
る
こ
と
に

つ
い
て
詳
し

く
説
明
し
、

病
気
の
種
類

と
予
防
か
ら

最
新
の
治
療

ま
で
わ
か
り

や
す
く
解
説

し
た
。
 

　
続
い
て
、

国
際
医
療
福

祉
大
学
の
卒

業
生
で
理
学

療
法
士
の
大

藤
範
之
先
生
が
、
簡
単
な
運
動
に
よ
る
『
膝
・

股
関
節
に
良
い
歩
き
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
』
を

来
場
者
に
実
践
指
導
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
に
は

三
二
一
名
も
の
多
く
の
市
民
の
皆
様
が
来
場

さ
れ
、
大
変
盛
況
な
公
開
講
座
と
な
っ
た
。
 

　
九
月
七
、
八
日
の
二
日
間
、
宇
都
宮
市
に

あ
る
と
ち
ぎ
健
康
の
森
に
お
い
て
、
栃
木
県

看
護
協
会
が
主
催
し
た
「
看
護
職
の
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
推
進
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
」

に
参
加
し
た
。
 

　
塩
谷
病
院
の

参
加
は
今
年
で

二
年
目
に
な
り
、

主
体
と
な
っ
て

い
る
看
護
部
の

他
、
リ
ハ
ビ
リ

ス
タ
ッ
フ
や
事

務
職
員
も
参
加

し
て
、
一
年
間

の
活
動
を
振
り

返
り
、
二
年
目
の
活
動
目
標
を
発
表
し
た
。
 

　
多
く
の
企
業
や
事
業
所
に
お
い
て
職
員
の

働
き
方
を
見
直
す
動
き
が
活
発
に
な
っ
て
き

て
い
る
こ
と
か
ら
、
塩
谷
病
院
で
も
地
域
か

ら
信
頼
さ
れ
る
病
院
、
笑
顔
で
働
き
や
す
い

病
院
を
目
指
す
た
め
の
取
り
組
み
を
、
職
員

一
丸
と
な
っ
て
行
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
院
内
全
体

に
浸
透
さ
せ
る
こ
と
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、

毎
月
推
進
会
議
を
開
催
し
て
活
動
を
報
告
し

て
い
る
職
場
環
境
を
改
善
す
る
こ
と
が
、
職

員
の
や
り
が
い
、
ひ
い
て
は
離
職
防
止
に
つ

な
が
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
活
動
を
さ
ら
に
盛

り
上
げ
て
い
き
た
い
。
 

　
九
月
一
九
日
、
国
際
医
療
福
祉
大
学
塩
谷

病
院
一
階
総
合
受
付
前
ロ
ビ
ー
に
て
、
当
院

Ｃ
Ｓ
委
員
会（
委
員
長
　
上
田
昌
弘
眼
科
部
長
）

主
催
の
ハ
ン
ド
ベ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
た
。
 

　
国
際
医
療
福
祉
大
学
ハ
ン
ド
ベ
ル
部
の
学

生
六
名
が
、
童
謡
や
ア
ニ
メ
映
画
の
テ
ー
マ

曲
な
ど
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
を
演
奏
し
、

診
療
受
付
や
支
払

い
で
待
た
れ
て
い

る
外
来
患
者
様
だ

け
で
な
く
、
病
棟

の
入
院
患
者
様
や

お
見
舞
い
に
来
ら

れ
た
方
に
も
演
奏

を
楽
し
ん
で
い
た

だ
い
た
。
 

　
六
人
の
学
生
は
、

一
人
で
い
く
つ
の

も
音
階
を
奏
で
る

た
め
に
何
種
類
も

の
ハ
ン
ド
ベ
ル
を

順
番
よ
く
鳴
ら
し
、

素
敵
な
ハ
ー
モ
ニ

ー
を
作
り
上
げ
て

く
れ
た
。
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
曲
と
な
っ
た
「
ふ

る
さ
と
」
で
は
、
患
者
さ
ま
も
一
緒
に
歌
っ

て
い
た
だ
き
、
院
内
が
和
や
か
な
雰
囲
気
に

包
ま
れ
て
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
た
。
 

 

（
総
務
人
事
課
　
川
上
二
郎
） 

（
国
際
室
　
長
谷
川
典
昭
） 

（
総
務
人
事
課
　
川
上
二
郎
） 

　
九
月
九
日
、
矢
板
市
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

に
て
、
今
年
度
の
第
四
回
市
民
公
開
講
座
を

開
催
し
、
総
合
診
療
科
部
長
の
北
嘉
昭
医
師

に
よ
る
「
そ
の
症
状
　
何
科
に
か
か
る
？
〜

テ
レ
ビ
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
総
合
診
療
医

の
仕
事
〜
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
を
行
っ
た
。
 

　
総
合
診
療
と
は
、
単
に
症
状
だ
け
で
な
く
、

病
歴
、
心
理
的
社
会
的
問
題
、
生
活
習
慣
な

ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
に
基
づ
い
て
、
専
門

分
野
に
関
係
な
く
迅
速
か
つ
正
確
な
診
断
・

治
療
を
行
う
診
療
の
こ
と
を
指
す
。
北
医
師

は
「
患
者
さ
ま
か
ら
の
電
話
や
簡
単
な
問
診

だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
が
、
そ

れ
ら
を
正
確
に
診
断
し
て
い
く
の
が
、
数
多

く
の
経
験
を
通
し
て
常
に
一
瞬
の
判
断
が
で

き
る
訓
練
を
積
ん
で
い
る
総
合
診
療
医
」
と
、

時
折
ジ
ョ
ー
ク
を
交
え
な
が
ら
来
場
者
に
わ

か
り
や
す
く
総
合
診
療
に
つ
い
て
お
話
し
い

た
だ
い
た
。
 

（
総
務
人
事
課
　
川
上
二
郎
） 

Inst i tut ion Information Inst i tut ion Information

：
 

　
八
月
二
二
日
と
二
三
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
、

院
内
で
「
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
看
護
学
科
　
熱

海
バ
ス
ツ
ア
ー
」
を
開
催
し
た
。
こ
の
バ
ス
ツ

ア
ー
は
、
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
看
護
学
科
三
年

生
を
対
象
に
、
実
習
等
で
訪
れ
る
こ
と
の
な
か

っ
た
附
属
病
院
に
つ
い
て
も
関
心
を
持
っ
て
も

ら
い
、
病
院
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に

毎
年
開
催
し
て
い
る
。
 

　
今
年
は
二
一
名
の
学
生

が
訪
れ
、
海
を
眺
め
な
が

ら
の
昼
食
会
に
続
き
、
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
に
着
替
え
て

様
々
な
部
署
へ
行
き
、
実

際
に
働
い
て
い
る
看
護
師

と
共
に
職
場
体
験
を
行
っ

た
。
ま
た
、
夜
の
懇
親
会

で
は
、
大
田
原
キ
ャ
ン
パ

ス
の
卒
業
生
も
交
え
て
、

実
際
の
仕
事
の
様
子
や
熱

海
で
の
生
活
、
学
生
時
代
の
思
い
出
話
な
ど
で

話
が
弾
み
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
た
。
 

　
翌
日
に
は
、
横
山
直
司
看
護
部
長
よ
り
熱
海

病
院
の
概
要
と
教
育
体
制
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
、
学
生
達
は
今
後
の
自
分
の
進
路
を
見
据
え

て
、
真
剣
な
表
情
で
耳
を
傾
け
て
い
た
。
 

　
バ
ス
ツ
ア
ー
を
き
っ
か
け
に
当
院
へ
の
就
職

を
希
望
す
る
学
生
も
多
く
な
っ
て
お
り
、
来
年

も
一
人
で
も
多
く
の
学
生
に
熱
海
病
院
の
良
さ

を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
 

 

（
総
務
課
　
伊
藤
銘
子
） 

（
総
務
企
画
課
　
平
野
幸
宏
） 

（
総
務
企
画
課
　
平
野
幸
宏
） 

　
九
月
六
日
、
院
内
で
「
救
急
の
日
イ
ベ
ン
ト
」

を
開
催
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
熱
海
市
が

救
急
医
療
に
関
す
る
情
報
の
発
信
、
適
正
救

急
医
療
の
利
用
、
救
急
隊
の
活
動
を
P
R
す

る
こ
と
を
目
的
に
平
成
二
五
年
度
よ
り
開
催

し
て
い
る
。
 

　
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
約
五
〇
名
が
参
加
し
、

救
急
医
療
講
演
会
と
救
命
救
急
講
習
会
を
通

し
て
、
日
々
の
健
康
や
安
全
安
心
を
支
え
る

救
命
医
療
に
理
解
を
深
め
た
。
 

　
講
習
会
で
は
当
院
副
院
長
の
重
政
朝
彦
教

授
か
ら
「
心
臓
病

と
う
ま
く
つ
き
あ

っ
て
い
く
に
は
」

と
の
演
題
で
狭
心
症
、

心
筋
梗
塞
症
の
一
次
、

二
次
予
防
に
つ
い

て
解
説
、
「
少
し

で
も
何
か
違
和
感

が
あ
れ
ば
病
院
へ
」

と
日
常
か
ら
の
早

め
の
予
防
が
い
か

に
大
事
か
の
説
明

が
な
さ
れ
た
。
ま

た
救
命
救
急
講
習

会
で
は
熱
海
消
防
の
指
導
の
も
と
、
ダ
ミ
ー

人
形
を
使
い
心
肺
蘇
生
法
を
、
A
E
D
の
使

い
方
も
併
せ
て
繰
り
返
し
実
習
し
た
。
 

　
最
後
に
熱
海
消
防
救
急
隊
の
方
か
ら
少
し

で
も
熱
海
市
の
救
急
医
療
の
現
状
を
ご
理
解

い
た
だ
け
れ
ば
と
の
言
葉
で
会
を
閉
め
く
く

っ
た
。
 

　
「
T
A
K
E
!
 

A
B
I
」
と
は
、
血
管
病
の

疾
患
、
予
防
、
治
療
法
に
つ
い
て
の
知
識
普
及
、

生
活
習
慣
の
見
直
し
な
ど
を
提
案
さ
せ
て
い
た

だ
く
イ
ベ
ン
ト
で
、
毎
年
実
施
し
て
い
る
。
 

　
当
日
は
、
当
院
血
管
外
科
部
長
の
村
上
厚
文

教
授
が
『
動
脈
硬
化
性
病
変
に
対
す
る
最
新
の

治
療
―
大
動
脈
治
療
か
ら
指
先
の
血
管
治
療
ま

で
―
』
を
テ
ー
マ
に
市
民
公
開
講
座
を
開
催
し
、

命
に
係
わ
る
大
動
脈
瘤
の
破
裂
を
予
防
す
る
最

新
の
低
侵
襲
治
療
に
つ
い
て
講
演
が
行
わ
れ
た

ほ
か
、
無
料
で
A
B
I
検
査
を
実
施
し
た
。
 

　
A
B
I
検

査
と
は
、
足

と
腕
の
血
圧

を
同
時
に
測

定
し
、
動
脈

の
つ
ま
り
具

合
や
血
管
の

し
な
や
か
さ

を
測
り
、血

管
の
健
康
状

態
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
も
の

で
、
今
回
二

三
一
名
の
方
が
こ
れ
に
参
加
さ
れ
た
。
 

　
参
加
者
は
、
公
開
講
座
や
検
査
測
定
の
他
に

も
、
足
の
む
く
み
を
改
善
す
る
マ
ッ
サ
ー
ジ
器

具
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
や
健
康
体
操
な

ど
も
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
有
意
義
な

イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
 

（
総
務
課
　
鈴
木
秀
明
） 

附
属
病
院
 

国
際
医
療
福
祉
大
学
病
院
 

附
属
病
院
 

国
際
医
療
福
祉
大
学
熱
海
病
院
 

附
属
病
院
 

国
際
医
療
福
祉
大
学
塩
谷
病
院
 

附
属
病
院
 

国
際
医
療
福
祉
大
学
三
田
病
院
 

本
学
学
生
に
よ
る
 

ハ
ン
ド
ベ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
 

国
際
医
療
機
能
評
価
J
C
I
の
 

模
擬
審
査
を
受
審
 

大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
看
護
学
生
　
 

熱
海
バ
ス
ツ
ア
ー
開
催
 

八
月
一
九
日（
土
）市
民
公
開
講
座
 

「
整
形
外
科
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
 

九
月
一
七
日（
日
） 

「
T
A
K
E
!
 

A
B
I
 

二
〇
一
七
」
 

を
開
催
 

救
急
の
日
イ
ベ
ン
ト
に
 

約
五
〇
人
参
加
 

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
推
進
 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
 

第
四
回
市
民
公
開
講
座
を
開
催
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●看護師と共に職場体験を行う学生ら 

●ダミー人形を使い心肺蘇生法に取り組む参加者ら 

●「TAKE！ABI」ご講演中の村上教授と参加者の皆様 

●公開講座にご来場いただいた皆様 
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施
設
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
 
 
　
　
　
●
国
際
医
療
福
祉
大
学
塩
谷
病
院
　
●
国
際
医
療
福
祉
大
学
三
田
病
院
 

施
設
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
 
 
　
　
　
●
国
際
医
療
福
祉
大
学
病
院
　
●
国
際
医
療
福
祉
大
学
熱
海
病
院
 



Inst i tut ion Information

　
九
月
二
八
日
、市
川
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て「
第
一
回

国
際
医
療
福
祉
大
学
市
川
病
院
　

医
療
連
携
協
議
会
」

を
開
催
し
た
。九
月
一
日
よ
り
化
学
療
法
研
究
所
附

属
病
院
か
ら
国
際
医
療
福
祉
大
学
市
川
病
院
と
な
っ
た

経
緯
も
あ
り
、市
川
市
と
松
戸
市
を
中
心
に
昨
年
を
大

幅
に
上
回
る
五
二
の
医
療
機
関
か
ら
総
勢
一
〇
七
名
の

方
々
に
ご
出
席
を
い
た
だ
い
た
。 

　
ま
ず
、当
院
の
佐
伯
直

勝
病
院
長
と
大
友
邦
国

際
医
療
福
祉
大
学
学
長
か

ら
開
会
の
ご
挨
拶
。
引
き

続
き
、馬
島
徹
副
院
長
が

司
会
を
務
め
た
第
一
部
で

は
、角
田
亘
副
院
長
・
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
部
長
が

「
最
新
の
脳
卒
中
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
〜
経
頭
蓋
磁
気
刺
激
治
療
と
ボ
ツ
リ
ヌ

ス
毒
素
治
療
〜
」に
つ
い
て
、板
野
理
副
院
長
・
外
科

統
括
部
長
が「
腹
腔
鏡
下
肝
切
除
―
今
後
の
展
望

―
」に
つ
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
講
演
さ
れ
た
。 

　
目
黒
知
己
循
環
器
内
科
部
長
が
司
会
を
務
め

た
第
二
部
の
情
報
交
換
会
で
は
、地
域
医
療
連
携

室
と
各
診
療
科
の
ご
紹
介
を
行
っ
た
。日
頃
か
ら
医

療
連
携
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
医
療
機
関
の
先
生

方
や
医
療
職
の
方
々
と
当
院
の
医
師
や
看
護
師
、

地
域
医
療
連
携
室
職
員
が
直
に
お
会
い
す
る
こ
と

が
で
き
、活
発
な
意
見
交
換
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。 

　
今
後
も
さ
ら
に
地
域
医
療
の
連
携
強
化
を
図
っ

て
い
く
う
え
で
、非
常
に
有
意
義
な
会
と
な
っ
た
。 

（
地
域
医
療
連
携
室
　
田
中
弘
一
郎
） 

　
山
王
病
院
で
は
今
年
四
月
、前
東
京
大
学
腫
瘍

外
科
の
石
原
聡
一
郎
外
科
部
長
・
医
学
部
教
授
と
、

前
日
本
医
科
大
学
付
属
病
院
第
二
外
科
・
乳
腺

外
科
准
教
授
の
山
下
浩
二
乳
腺
外
科
部
長
・
医
学

部
教
授
が
着
任
し
、外
科
部
門
の
充
実
を
は
か
っ
た
。 

　
当
院
で
は「
ダ
・ヴ
ィ
ン
チ
」な
ど
を
使
用
し
た

各
種
内
視
鏡
手
術
や
、「
ナ
ノ
ナ
イ
フ
」に
よ
る
膵

臓
が
ん
・
肝
臓
が
ん
手

術
な
ど
、低
侵
襲
手
術

を
積
極
的
に
行
っ
て
き

た
が
、今
後
さ
ら
に
、さ

ま
ざ
ま
な
悪
性
・
良
性

腫
瘍
に
対
し
て
、各
分

野
で
高
い
実
績
を
持
つ

医
師
に
よ
る
手
術
を

行
え
る
体
制
を
整
え
た
。 

　
七
月
に
は
、石
原
聡
一

郎
外
科
部
長
が
セ
ン
タ
ー
長
を
務
め
る「
消
化
器

セ
ン
タ
ー
」を
新
た
に
開
設
し
、消
化
器
内
科
と
一

般
・
消
化
器
外
科
、大
腸
肛
門
外
科
を
統
合
し
た
。

消
化
器
セ
ン
タ
ー
で
は
、消
化
器
疾
患
全
般
に
つ
い

て
、良
性
疾
患
か
ら
悪
性
疾
患
、急
性
疾
患
や
慢

性
疾
患
な
ど
幅
広
い
疾
患
を
対
象
に
診
療
し
て

い
る
。ま
た
、経
験
豊
富
な
内
科
・
外
科
の
専
門
医

を
多
数
配
置
し
、疾
病
予
防
か
ら
検
査
、診
断
、

治
療
ま
で
一
貫
し
た
診
療
を
行
う
こ
と
で
、セ
ン

タ
ー
方
式
の
強
み
で
あ
る
、内
科
医
・
外
科
医
の
連

携
を
生
か
し
た
、よ
り
シ
ー
ム
レ
ス
で
総
合
的
な
医

療
を
め
ざ
し
て
い
る
。 

（
総
務
課
　
山
本
悦
子
） 

（
九
州
地
区
広
報
室
　
帆
足
リ
エ
） 

　
今
年
四
月
に
開
園
し
た
金
丸
こ
ど
も
園
で
は
、

九
月
三
〇
日
に
運
動
会
を
開
催
し
た
。空
高
く

秋
晴
れ
の
絶
好
の
運
動
会
日
和
。広
大
な
園
庭
に

は
、開
会
を
告
げ
る
園
児
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
高
ら
か

に
響
い
た
。 

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、四
二
名

の
在
籍
園
児
全
員
の
体
操

と
か
け
っ
こ
、年
少
児
が
ア

ン
パ
ン
マ
ン
に
扮
し
バ
イ
キ
ン

マ
ン
を
倒
し
て
ゴ
ー
ル
を
め

ざ
す
親
子
競
技
と
続
き
、

年
中
・
年
長
児
に
よ
る
ソ
ー

ラ
ン
節
の
リ
ズ
ム
に
乗
っ
た「
よ

っ
ち
ょ
れ
」で
は
鳴
子
を
使

っ
た
決
め
ポ
ー
ズ
が
か
っ
こ

よ
く
決
ま
り
、声
援
を
送

る
保
護
者
席
を
大
い
に
沸
か
せ
た
。 

　
ま
た
、後
半
の
年
少
児
の
親
子
リ
ズ
ム
体
操
で
は
、

な
す
療
育
園
の
二
人
の
お
友
達
も
加
わ
り
、年
中
・

年
長
児
の
リ
レ
ー
で
は
元
気
あ
ふ
れ
る
園
児
た
ち

か
ら
ア
ン
コ
ー
ル
の
声
が
。こ
れ
に
は
先
生
方
も
び
っ

く
り
。急
遽
二
回
目
の
リ
レ
ー
と
な
っ
た
が
、み
ん
な

キ
ラ
キ
ラ
し
た
笑
顔
で
元
気
に
走
り
切
っ
た
。 

　
国
際
医
療
福
祉
大
学
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ダ

ン
ス
部
や
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
応
援
を
受
け
た

運
動
会
は
、親
子
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
載
せ
た
風
船
を

空
に
放
っ
て
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
迎
え
、た
く
さ
ん
の
感

動
と
入
園
後
六
か
月
を
経
た
園
児
一
人
ひ
と
り

の
成
長
の
喜
び
を
私
た
ち
に
与
え
て
く
れ
た
。 

 

（
金
丸
こ
ど
も
園
　
事
務
室
）  

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ（
国
際
協
力
機
構
）の
青
年
海
外
協
力

隊
員
と
し
て
ヨ
ル
ダ
ン
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
鬼
丸
武

士
理
学
療
法
士（
国
際
医
療
福
祉
大
学
福
岡
保

健
医
療
学
部
卒
）が
、二
年
間
の
活
動
を
終
え
て

帰
国
し
た
。同
時
期
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
一
〇
〇

〇
名
の
代
表
八
人
に
選
ば
れ
、九
月
十
四
日
に
皇

居
で
天
皇
皇
后
両
陛
下

と
ご
懇
談
の
栄
を
賜
っ
た
。 

　
鬼
丸
さ
ん
の
派
遣
先

は
ヨ
ル
ダ
ン
北
部
の
マ
フ
ラ

ッ
ク
地
域
。障
害
児
を
対

象
と
し
た
リ
ハ
ビ
リ
訓
練

セ
ン
タ
ー
で
理
学
療
法
の

保
護
者
向
け
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
の
作
成
や
、現
地
リ
ハ

ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
へ
の
技
術
指

導
を
行
っ
た
。特
別
支
援

学
校
部
門
の
子
ど
も
た

ち
が
卒
業
後
に
就
労
で

き
ず
に
困
っ
て
い
る
現
状

を
知
り
、就
労
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
も
立
ち
上
げ
た
。 

　「
両
陛
下
か
ら
は
現
地
で
の
活
動
写
真
に
つ
い

て
多
く
の
質
問
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
興
味
深

く
私
の
活
動
報
告
を
聞
い
て
く
だ
さ
り
、大
変

光
栄
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
」（
鬼
丸
さ
ん
） 

　
青
年
海
外
協
力
隊
員
と
し
て
は
、柳
川
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
の
近
行
愛
理
学
療
法
士

も
東
テ
ィ
モ
ー
ル
か
ら
帰
国
し
た
。 

臨
床
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー
 

山
王
病
院
 

国
際
医
療
福
祉
大
学
 

金
丸
こ
ど
も
園
 

臨
床
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー
 

高
木
病
院
 

附
属
病
院
 

国
際
医
療
福
祉
大
学
市
川
病
院
 

平
成
二
九
年
度
 
年
間
成
績
優
秀
賞
 

第
一
回
国
際
医
療
福
祉
大
学
市
川
病
院
　
 

医
療
連
携
協
議
会
を
開
催
 

山
王
病
院
外
科
部
門
の
充
実
と
 

消
化
器
セ
ン
タ
ー
開
設
 

「
第
一
回
う
ん
ど
う
か
い
」
開
催
 

理
学
療
法
士
が
青
年
海
外
協
力
隊
か
ら
帰
国
 

天
皇
皇
后
両
陛
下
と
ご
懇
談
の
栄
を
賜
る
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●東ティモールから帰国した近行さん 

●あいにくの雨天でしたが、多くの方にご来場いただいた 

●消化器センター腹腔鏡手術 

●大田原キャンパス 年間成績優秀賞表彰式 

●小田原キャンパス 年間成績優秀賞表彰式 ●成田キャンパス 年間成績優秀賞表彰式 

●福岡キャンパス 年間成績優秀賞表彰式 ●大川キャンパス 年間成績優秀賞表彰式 

●就労支援プログラムを行う鬼丸さん 
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施
設
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ン
 
 
　
　
　
●
国
際
医
療
福
祉
大
学
市
川
病
院
　
●
山
王
病
院
　
●
高
木
病
院
　
●
金
丸
こ
ど
も
園
 

（
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
学
生
課
　
松
本
典
子
） 

　
平
成
二
九
年
度
年
間
成
績
優
秀
賞
受
賞

者
が
決
定
し
た
。
表
彰
式
は
各
キ
ャ
ン
パ

ス
で
実
施
さ
れ
、
受
賞
者
に
は
副
賞
と
し

て
、
年
間
授
業
料
の
最
大
五
〇
%
に
相
当

す
る
額
の
奨
学
金
が
授
与
さ
れ
る
。
 

平
成
二
九
年
度
 

年
間
成
績
優
秀
賞
 

学
科
 

成
田
キ
ャ
ン
パ
ス
 

学
年
 

氏
名
 

武

　
七
彩
 

秋
元
　
恵
理
 

佐
野
　
陽
南
子
 

内
山
　
莉
緒
 

千
葉
　
清
徳
 

 

看
護
学
科
 

理
学
療
法
学
科
 

作
業
療
法
学
科
 

言
語
聴
覚
学
科
 

医
学
検
査
学
科
 

2
 

2
 

2
 

2
 

2

学
科
 

学
年
 

氏
名
 

大
川
キ
ャ
ン
パ
ス
 

長
田
　
響
生
 

今
田
　
州
 

高
橋
　
昂
大
 

原
　
梨
紗
 

堀
之
内
　
奈
緒
 

深
見
　
優
樹
 

神
村
　
圭
悟
 

石
場
　
ひ
ば
り
 

三
野
　
倭
歩
 

岩
本
　
礼
奈
 

塚
本
　
の
は
ら
 

上
田
　
彩
咲
美
 

理
学
療
法
学
科
 

  作
業
療
法
学
科
 

  言
語
聴
覚
学
科
 

  医
学
検
査
学
科
 

2
 

3
 

4
 

2
 

3
 

4
 

2
 

3
 

4
 

2
 

3
 

4

学
科
 

学
年
 

氏
名
 

小
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
 大

貫
 
菜
央
 

中
本
 
優
香
 

小
林
 
ゆ
い
 

早
川
 
佳
那
子
 

神
野
 
元
希
 

西
本
 
早
織
 

宮
下
 
咲
雪
 

大
渕
 
詩
歩
 

赤
塚
 
み
な
み
 

看
護
学
科
 

  理
学
療
法
学
科
 

  作
業
療
法
学
科
 

2
 

3
 

4
 

2
 

3
 

4
 

2
 

3
 

4

学
科
 

学
年
 

氏
名
 

福
岡
キ
ャ
ン
パ
ス
 

眞
田
　
莉
瑚
 

野
村
　
綾
音
 

白
井
　
杏
奈
 

看
護
学
科
 

2
 

3
 

4

学
科
 

学
年
 

氏
名
 

大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
 

看
護
学
科
 

  理
学
療
法
学
科
 

  作
業
療
法
学
科
 

  言
語
聴
覚
学
科
 

  視
機
能
療
法
学
科
 

  放
射
線
・
 

情
報
科
学
科
 

 医
療
福
祉
・
 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
 

   薬
学
科
 

2
 

3
 

4
 

2
 

3
 

4
 

2
 

3
 

4
 

2
 

3
 

4
 

2
 

3
 

4
 

2
 

3
 

4
 

2
 

3
 

4
 

2
 

3
 

4
 

5
 

6

齋
藤
　
梨
沙
 

山
中
　
結
花
 

小
島
　
咲
春
 

丸
山
　
風
翔
 

二
瓶
　
好
人
 

山
中
　
大
樹
 

村
上
　
瑞
季
 

山
口
　
和
香
 

細
井
　
志
織
 

斎
藤
　
郁
美
 

佐
藤
　
美
奈
子
 

藤
本
　
菜
美
 

熊
井
　
理
子
 

間
中
　
理
紗
 

能
登
山
　
桃
子
 

本
間
　
大
晴
 

菊
地
　
貴
生
 

山
口
　
菜
々
江
 

福
澤
　
正
希
 

原
　
千
夏
 

井
上
　
亜
佳
音
 

安
嶋
　
美
紀
 

高
橋
　
健
人
 

伴
野
　
友
香
 

佐
藤
　
奈
実
 

湯
山
　
円
晴
 



 

　
四
キ
ャ
ン
パ
ス
七
学
科
、
合
計
四
二
名
の
学

生
が
八
月
七
日
か
ら
一
一
日
間
の
台
湾
研
修
を

行
っ
た
。
大
学
舎
で
は
、
中
国
語
講
座
、
医
療

事
情
、
社
会
文
化
な
ど
の
講
義
や
中
国
独
楽
体

験
な
ど
の
文
化
交
流
を
行
っ
た
。
病
院
見
学
で

は
、
一
二
〇
〇

床
を
超
え
る
民

間
病
院
、
国
立

台
湾
大
学
附
属

分
院
、
ヘ
ル
ス

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
に
特
化
し
た

病
院
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
の
特
色

あ
る
施
設
を
見

学
で
き
た
。
何

よ
り
も
全
て
に

お
い
て
八
名
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

学
生
の
協
力
に
感
謝
し
き
れ
な
い
。
是
非
と
も

今
回
の
研
修
で
途
切
れ
る
こ
と
な
く
、
交
流
を

続
け
再
会
を
願
い
た
い
。
 

　
私
た
ち
は
台
湾
の
医
療
だ
け
で
な
く
台
湾
の

人
の
優
し
さ
を
知
る
こ
と
が
出
来
た
。
研
修
先

の
元
培
醫
事
科

技
大
學
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
学
生

や
先
生
方
は
、

学
内
で
も
観
光

の
際
も
私
た
ち

が
楽
し
め
る
よ

う
に
常
に
サ
ポ

ー
ト
し
て
く
だ

さ
っ
た
。
病
院

訪
問
で
は
、
リ
ハ
ビ
リ
や
検
査
室
の
様
子
な

ど
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
説
明
が
と
て

も
分
か
り
や
す
か
っ
た
。
こ
の
優
し
さ
は
台

湾
だ
か
ら
学
べ
た
こ
と
だ
と
思
う
。
 

　
今
回
の
研
修
は
と
て
も
充
実
し
て
い
て
良

い
経
験
に
な
っ
た
。
今
回
学
ん
だ
こ
と
を
今

後
の
学
習
に
活
か
し
て
い
き
た
い
。
 

　
ヤ
ン
ゴ
ン
看
護
大
学
・
医
療
技
術
大
学
、
ヤ

ン
ゴ
ン
総
合
病
院
・
国
立
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
病
院
、
そ
し
て

私
立
の
聾
学
校
な

ど
、ミ
ャ
ン
マ
ー
で

は
多
様
な
医
療
・

福
祉
の
現
場
を
訪

問
し
た
。
何
処
で

も
元
気
に
活
躍
す

る
女
性
の
姿
に
刺

激
を
受
け
た
。
ま

た
、
キ
ャ
ン
パ
ス
・

学
科
を
横
断
し
て

学
生
ら
が
学
び
合

う
姿
や
、
日
々

異
文
化
に
適
応
し

て
い
く
姿
に
学
生

の
可
能
性
を
実
感

す
る
研
修
で
も
あ

っ
た
。
 

　
安
全
に
、
安
心
し
て
充
実
し
た
研
修
を
送
る

こ
と
が
で
き
た
の
は
ひ
と
え
に
ヤ
ン
ゴ
ン
看
護

大
学
・
医
療
技
術
大
学
の
関
係
者
の
み
な
さ
ん

の
お
か
げ
で
あ
る
。
心
か
ら
感
謝
し
た
い
。
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ラ
オ
ス
に
は
、
五
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
六
学
科
の

学
生
一
九
名
が
参
加
し
た
。
研
修
先
は
、
ビ
エ
ン

チ
ャ
ン
市
内
の
主
な
病
院
と
郊
外
の
地
方
病
院
な

ど
で
あ
っ
た
。
学
生
た
ち
は
病
院
内
を
見
学
し
、

医
療
制
度
や
各
病
院
の
役
割
を
学
ん
だ
。
一
昔
前

と
最
新
の
医
療
が
混
在
し
た
状
況
を
目
の
当
た
り

に
し
、
発
展
し
て
い
く
ラ
オ
ス
を
感
じ
た
と
思
う
。
 

　
先
生
や
学
生
だ
け
で
な
く
、
出
会
っ
た
す
べ
て

の
人
の
心
温
ま
る
気
遣
い
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

た
。
今
回
の
研
修
で
気
づ
い
た
こ
と
を
大
切
に
し
、

今
後
の
学
生
生
活
を
よ
り
充
実
さ
せ
て
ほ
し
い
。
 

●授業後、ボランティア学生らと（元培醫事科技大学教室） 

●クリスチャン大学のアコム先生と共に（バンコクスワンナプーム国際空港にて） 

●ラオスの伝統的儀式バーシーにて 

●医療技術大学理学療法学科と交流後の一枚 ●大千総合病院での採血室の様子 
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今
年
もH

oC
hiM
inh

に
来
た
。
バ
ス
は
お

び
た
だ
し
い
数
の
バ
イ
ク
を
避
け
、
ま
る
で
ク

ジ
ラ
が
小
魚
の
群
れ
を
押
し
の
け
る
様
に
ノ
ロ

ノ
ロ
と
走
る
。
バ
イ
ク
と
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
騒

音
の
中
ホ
テ
ル
に
向
か
う
道
す
が
ら
、
香
菜
と

泥
臭
さ
と
排
気
ガ
ス
の
混
ざ
っ
た
匂
い
を
嗅
ぎ

懐
か
し
さ
か
が
こ
み
上
げ
て
く
る
。
 
 

　
昨
年
と
比
べ
天
候
不
順
の
お
か
げ
で
最
高
三

三
度
で
あ
る
。C

hoRay

病
院
とH

oC
hiM
inh

医
科
薬
科
大
学
病
院
の
二
班
に
分
か
れ
研
修
。

ベ
ト
ナ
ム
の
食
事
が
合
わ
な
い
学
生
も
い
た
が
、

健
康
面
で
は
全
く
問
題
な
く
研
修
終
了
し
た
。
 

 
私
た
ち
は
チ
ョ
ー
ラ
イ
病
院
を
訪
れ
た
。
患

者
さ
ん
か
ら
も
声
を
か
け
て
貰
い
、
ジ
ェ
ス
チ

ャ
ー
を
交
え
な
が
ら
の
交
流
を
行
な
う
こ
と
が

で
き
た
。
実
習
経
験
の
な
い
私
に
と
っ
て
患
者

さ
ん
に
直
接
触
り
、
リ
ハ
ビ
リ
の
一
部
を
実
施

で
き
た
こ
と
は
、
と
て
も
貴
重
な
経
験
と
な
っ

た
。
ベ
ト
ナ
ム
の
医
療
を
知
る
こ
と
で
、
日
本

の
医
療
を
客
観
的
に
み
る
こ
と
が
で
き
、
知
識

を
鵜
呑
み
に
せ
ず
自
分
で
考
え
る
事
の
大
切
さ

を
知
っ
た
一
二
日
間
で
あ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
の

学
習
の
中
で
今
回
の
研
修
で
得
た
物
を
し
っ
か

り
生
か
し
、
学
ん
で
い
き
た
い
。
 

海
外
 

保
健
福
祉
事
情
 

　
本
学
は
基
本
理
念
の
一
つ
と
し
て
「
国
際

的
セ
ン
ス
を
備
え
、
い
か
な
る
国
の
人
々
と

も
伸
び
伸
び
と
協
働
で
き
る
真
の
国
際
人
を

育
成
す
る
こ
と
」
を
掲
げ
て
い
る
。
こ
の
理

念
を
具
現
化
す
る
も
の
と
し
て
、
今
年
も
総

合
教
育
科
目
で
あ
る
「
海
外
保
健
福
祉
事
情
」

が
、
夏
休
み
期
間
中
に
約
二
週
間
の
日
程
で

実
施
さ
れ
た
。
今
年
度
か
ら
成
田
キ
ャ
ン
パ

ス
も
加
わ
り
、
参
加
学
生
数
は
昨
年
度
の
倍

以
上
に
な
る
七
〇
六
名
に
上
り
、
引
率
教
員

五
三
名
を
含
め
、
総
勢
七
五
九
名
が
派
遣
さ

れ
た
。
研
修
国
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
新
規
四
カ

国
を
含
む
計
一
四
カ
国
二
五
グ
ル
ー
プ
に
拡

大
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
現
地
の
医
療
現
場
や
関

連
施
設
を
訪
れ
、
文
化
体
験
も
行
っ
た
。
今

号
で
は
九
カ
国
一
〇
グ
ル
ー
プ
の
レ
ポ
ー
ト

を
紹
介
す
る
。
 

　
三
〇
名
余
り
の
学
生
を
引
率
し
一
〇
泊
一
一

日
の
タ
イ
研
修
に
参
加
し
た
。
受
け
入
れ
先
で

あ
る
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
大
学
の
全
面
的
な
協
力
の

も
と
、
タ
イ
国
内
の
私
立
病
院
、
公
立
病
院
、

エ
イ
ズ
寺
、
介
護
施
設
等
を
見
学
し
、
現
地
の

医
療
事
情
を
学
ん
だ
。
日
本
で
は
考
え
ら
れ
な

い
貧
富
の
差
、
医
療
格
差
を
目
の
当
た
り
に
し
、

学
生
と
共
に
大
き
な
衝
撃
を
受
け
た
。
タ
イ
は

そ
ん
な
過
酷
な
状
況
が
現
実
的
に
存
在
す
る
喧

騒
と
混
沌
の
地
で
あ
っ
た
。
た
く
ま
し
く
生
き

る
現
地
の
方
々
か
ら
立
ち
上
る
、
む
せ
か
え
る

よ
う
な
熱
気
が
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
。
 

　
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
医
療
の
現
状
は
、
S
T
や

O
T
が
無
く
N
S
や
P
T
が
業
務
の
幅
を
広
げ

て
補
っ
て
い
る
も
の
の
、養
成
校
も
指
導
者
も
不

足
し
て
い
る
。そ
の
た
め
、日
本
よ
り
も
家
族
が
積

極
的
に
リ
ハ
ビ
リ
に
介
入
し
て
い
る
反
面
、
自

立
が
遅
れ
て
し
ま
う
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
ま
た
、

地
雷
な
ど
の
社
会
的
背
景
か
ら
施
設
内
に
義
足

の
工
房
が
有
り
、
日
本
と
の
違
い
に
気
付
い
た
。
 

　
今
回
の
研
修
を
通
じ
て
、
限
ら
れ
た
環
境
で

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
医
療
を
良
い
方
向
に
変
え
よ
う

と
い
う
専
門
職
の
熱
い
想
い
を
感
じ
た
。
と
同

時
に
、
私
も
恵
ま
れ
た
環
境
で
熱
意
を
持
っ
て

勉
強
に
励
も
う
と
思
っ
た
。
 

　
事
前
に
ネ
ッ
ト
で
得
た
情
報
で
想
像
し
て
い
た

ラ
オ
ス
と
、
実
際
に
体
験
し
た
ラ
オ
ス
は
、
い
い

意
味
で
全
く
の
別
物
だ
っ
た
。
支
援
国
を
手
本
に

電
子
カ
ル
テ
の
導
入
や
、
看
護
師
の
国
家
試
験
の

導
入
な
ど
自
国
の
医
療
を
発
展
さ
せ
よ
う
と
い
う

意
志
が
強
く
感
じ
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
医
療

ス
タ
ッ
フ
全
員
が
自
国
の
医
療
に
つ
い
て
真
剣
に

考
え
て
い
る
姿
勢
は
、
私
に
は
と
て
も
い
い
刺
激

に
な
っ
た
。
現
地
の
人
は
み
な
親
切
で
優
し
く
、

帰
国
時
は
見
送
り
に
来
て
く
れ
た
学
生
さ
ん
達
と

抱
き
合
い
、
涙
の
別
れ
と
な
っ
た
。
 

　
私
達
は
海
外
研
修
で
タ
イ
の
い
く
つ
か
の

医
療
施
設
を
見
学
し
た
。
そ
こ
で
最
も
印
象

深
か
っ
た
こ
と
は
、
提
供
さ
れ
て
い
る
医
療

が
地
域
や
患
者
自
身
の
経
済
状
態
に
よ
っ
て

大
き
く
違
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
首
都
に

あ
る
病
院
で
は
、
医
療
革
新
が
進
み
最
新
の

医
療
機
器
が
い
く
つ
も
見
ら
れ
た
の
に
対
し
、

地
方
の
施
設
で
は
、
ハ
ー
ブ
な
ど
の
代
替
医

療
を
多
く
用
い
て
い
た
。
ま
た
同
じ
病
院
内

で
も
、
医
療
費
を
払
え
な
い
患
者
と
払
え
る

患
者
で
は
全
く
異
な
る
医
療
環
境
に
な
っ
て

い
た
。
日
本
に
は
存
在
し
な
い
よ
う
な
医
療

格
差
を
肌
で
感
じ
た
。
 

（
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
国
際
室
　
田
所
清
美
）
 

●
●
●
 

福
岡
保
健
医
療
学
部
　
言
語
聴
覚
学
科
 

教
授
　
安
立
多
惠
子
 

混
在
し
た
新
旧
医
療
に
感
じ
た
 

発
展
 

ラ
オ
ス
 

国
立
健
康
科
学
大
学
 

●呼吸療法を体験 

福
岡
保
健
医
療
学
部
　
医
学
検
査
学
科
 

教
授
　
佐
藤
信
也
 

学
生
間
の
国
際
交
流
の
継
続
に
 

期
待
 

福
岡
保
健
医
療
学
部
　
医
学
検
査
学
科
 

二
年
　
上
地
ひ
か
り
 

常
に
サ
ポ
ー
ト
の
優
し
さ
も
学
ぶ
 

台
湾
 

元
培
醫
事
科
技
大
学
 

チ
ョ
ー
ラ
イ
病
院
と
ホ
ー
チ
ミ
ン
 

医
科
薬
科
大
学
病
院
で
研
修
 

福
岡
保
健
医
療
学
部
　
作
業
療
法
学
科
 

教
授
　
濱
本
邦
洋
 

自
分
で
考
え
る
大
切
さ
を
知
っ
た
 

一
二
日
間
 

福
岡
保
健
医
療
学
部
　
理
学
療
法
学
科
 

二
年
　
佐
藤
奈
菜
 

ベ
ト
ナ
ム
 

チ
ョ
ー
ラ
イ
病
院
・
 

ホ
ー
チ
ミ
ン
医
科
薬
科
大
学
病
院
 

喧
噪
と
混
沌
、 

む
せ
か
え
る
よ
う
な
熱
気
 

成
田
保
健
医
療
学
部
　
理
学
療
法
学
科
 

講
師
　
牧
原
由
紀
子
 

医
療
革
新
の
裏
で
感
じ
た
 

医
療
格
差
 

成
田
保
健
医
療
学
部
　
理
学
療
法
学
科
 

二
年
　
武
井
遼
馬
 

タ
イ
 

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
大
学
 

成
田
看
護
学
部
　
看
護
学
科
 

講
師
　
宮
本
　
圭
 

刺
激
を
受
け
た
元
気
に
活
躍
す
る
 

女
性
の
姿
 

成
田
保
健
医
療
学
部
　
理
学
療
法
学
科
 

二
年
　
岡
　
大
地
 

日
本
と
の
違
い
に
気
付
い
た
二
週
間
 

成
田
保
健
医
療
学
部
　
医
学
検
査
学
科
 

二
年
　
近
藤
暢
美
 

ネ
ッ
ト
情
報
が
覆
さ
れ
た
 

医
療
発
展
へ
の
意
志
 

ミ
ャ
ン
マ
ー
 

ヤ
ン
ゴ
ン
看
護
大
学
・
ヤ
ン
ゴ
ン
科
学
技
術
大
学
 

海
外
保
健
福
祉
事
情
 

海
外
保
健
福
祉
事
情
 

台
湾
・
ベ
ト
ナ
ム
・
タ
イ
 

タ
イ
・
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
ラ
オ
ス
 



 

　
仁
済
大
学
で
は
韓
国
の
S
T
、
O
T
に
つ

い
て
の
講
義
を
受
け
た
。
韓
国
で
は
日
本
に

比
べ
る
と
S
T
の
対
象
領
域
は
少
な
く
、

P
T
や
O
T
が
多
く
の
分
野
を
占
め
て
い
る

よ
う
に
感
じ
た
。
施
設
見
学
で
は
日
本
に
は

な
い
機
器
に
触
れ
、
刺
激
を
受
け
た
。
韓
国

の
学
生
の
方
々
や
大
学
の
先
生
方
は
、
私
た

ち
が
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
と
と
て
も
親

切
に
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
 

　
こ
の
二
週
間
で
日
本
と
韓
国
の
医
療
の
違

い
や
制
度
の
違
い
に
よ
っ
て
出
て
く
る
問
題

の
差
な
ど
様
々
な
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、

有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。
 

　
八
月
三
日
か
ら
十
三
日
ま
で
韓
国
の
仁
済

大
学
で
研
修
を
行
っ
た
。
参
加
者
は
教
員
二

名
と
学
生
二
十
三
名
（
成
田
キ
ャ
ン
パ
ス

P
T
一
名
O
T
一
名
、
大
川
キ
ャ
ン
パ
ス

O
T
一
〇
名
S
T
一
一
名
）
で
あ
っ
た
。
研

修
内
容
は
O
T
・
S
T
に
関
す
る
講
義
、
韓

国
語
講
座
、
料
理
体
験
、
病
院
見
学
な
ど
大

変
充
実
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
 

　
仁
済
大
学
の
学
生
と
の
交
流
や
世
界
遺
産

の
見
学
も
あ
り
、
韓
国
の
歴
史
、
文
化
、
医

療
に
つ
い
て
有
意
義
な
学
び
、
体
験
、
交
流

が
出
来
た
。
こ
れ
を
機
会
に
視
野
を
広
げ
、

世
界
で
活
躍
で
き
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材
に

育
っ
て
欲
し
い
。
 

　
海
外
に
実
際
に
足
を
運
ぶ
こ
と
に
何
の
意

味
が
あ
る
の
か
。
異
文
化
は
本
や
人
の
話
を

通
し
て
学
べ
ば
十
分
だ
。
こ
れ
が
今
ま
で
の

私
の
考
え
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
大
奮
起

し
て
参
加
し
た
海
外
研
修
で
、
そ
の
考
え
は

一
変
し
た
。
 

　
病
院
の
雰
囲
気
、
医
療
福
祉
の
体
制
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
病
気
に
対
す
る
考
え

方
…
ど
れ
を
と
っ
て
も
日
本
と
は
違
い
、
そ

の
差
に
感
動
す
る
ば
か
り
の
二
週
間
で
あ
っ
た
。
 

こ
の
素
晴
ら
し
い
学
び
を
助
け
て
く
だ
さ
っ

た
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
今

回
の
体
験
を
ま
た
噛
み
砕
き
、
自
分
達
の
糧

と
し
て
い
き
た
い
。
 

　
当
研
修
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
と
英
語
教
育

講
義
の
受
講
に
よ
る
語
学
研
修
が
主
た
る
目

的
で
あ
っ
た
。
併
せ
て
、
現
地
の
医
療
福
祉

事
情
と
認
知
症
の
講
義
、
大
学
病
院
見
学
、

老
人
ホ
ー
ム
訪
問
お
よ
び
ケ
ア
フ
ラ
イ
ト
（
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
運
営
組
織
）
見
学
が
実
施
さ
れ
、

生
活
水
準
が
近
い
研
修
地
の
医
療
福
祉
制
度

の
特
徴
や
課
題
を
本
邦
と
比
較
考
察
で
き
る

好
機
と
な
っ
た
。
研
修
中
、
学
生
に
は
、
要
求
・

希
望
が
あ
る
場
合
、
先
ず
は
自
身
で
交
渉
し

て
み
る
こ
と
を
勧
め
た
。
現
地
の
人
と
相
談
し
、

考
え
を
実
現
す
る
姿
は
頼
も
し
い
も
の
で
あ

っ
た
。
 

　
本
研
修
で
は
小
田
原
・
成
田
・
大
川
・
福

岡
の
四
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
、
Ｐ
Ｔ
、
Ｓ
Ｔ
、

Ｏ
Ｔ
、
Ｎ
Ｓ
の
学
生
計
六
一
名
が
参
加
し
た
。

各
専
門
領
域
別
の
研
修
で
は
、
ハ
ン
グ
ル
語

の
学
習
会
を
始
め
、
病
院
見
学
や
実
技
を
含

め
た
体
験
学
習
な
ど
多
彩
な
内
容
が
あ
っ
た
。

「
T
O
M
O
D
A
C
H
I
 H
O
U
R
」で
は
、

福
笑
い
や
達
磨
落
と
し
な
ど
伝
統
的
な
玩
具
に
、

工
夫
を
凝
ら
し
て
お
互
い
の
交
流
を
深
め
て

い
た
。
両
大
学
の
学
生
同
士
が
お
互
い
に
思

い
や
り
協
力
し
あ
う
姿
に
、
本
研
修
の
意
義

を
強
く
実
感
で
き
た
。
コ
ニ
ャ
ン
大
学
の
先

生
方
を
始
め
、
日
本
語
通
訳
や
各
専
門
領
域

の
学
生
さ
ん
な
ど
多
く
の
方
々
か
ら
き
め
細

や
か
な
配
慮
を
い
た
だ
い
た
。
感
謝
と
と
も
に
、

今
後
も
交
流
を
深
め
な
が
ら
お
返
し
し
て
い

き
た
い
と
思
う
。
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八
月
三
日
か
ら
十
日
間
、
学
生
三
三
名
と

引
率
教
員
二
名
が
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
＆
科
学
大
学

（
M
S
U
）の
研
修
に
参
加
し
た
。
研
修
初
日
に

保
健
省
の
職
員
に
よ
る
医
療
・
福
祉
制
度
の
紹

介
な
ど
が
あ
り
、
そ
の
後
、
国
立
リ
ハ
ビ
リ
セ

ン
タ
ー
で
の
最
先
端
医
療
か
ら
、
先
住
民
専
門

病
院
で
の
マ
レ
ー
シ
ア
特
有
の
医
療
ま
で
幅
広

く
見
学
し
た
。
研
修
期
間
中
は
、
M
S
U
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
学
生
の
お
も
て
な
し
の
お
か
げ
で
、

学
生
同
士
す
っ
か
り
打
ち
解
け
て
い
た
。
海
外

に
友
人
を
得
た
こ
の
経
験
を
大
切
に
し
、
今
後

は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
医
療
職
を
目
指
し
て
ほ
し
い
。
 

●臀部の筋肉注射 

●老人ホームでのTOMODACHI HOURの様子 

●TOMODACHI HOURを終え、白のユニフォームを着用しているフィリピン大学生と 

●マネジメント＆科学大学キャンパスにて 

●海雲台ペク病院を見学 

IUHW Public Relations Magazine 2017.1121 IUHW Public Relations Magazine 2017.11 20

The Overseas Training The Overseas Training

　
私
は
韓
国
語
が
あ
ま
り
得
意
で
は
な
く
、

正
直
不
安
に
思
う
気
持
ち
の
ほ
う
が
大
き
か

っ
た
。
し
か
し
、
現
地
の
学
生
や
先
生
は
私

た
ち
日
本
の
学
生
の
こ
と
を
温
か
く
迎
え
入

れ
て
く
れ
た
。
言
葉
が
通
じ
な
い
こ
と
も
あ

っ
た
が
、
韓
国
語
の
ゲ
ー
ム
や
扇
作
り
な
ど

の
文
化
体
験
が
あ
り
、
毎
日
を
楽
し
く
過
ご

す
こ
と
が
で
き
た
。
特
に
、
私
が
海
外
研
修

で
学
ん
だ
こ
と
は
、
言
葉
が
通
じ
な
く
て
も

身
振
り
や
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
な
ど
を
用
い
て
、

笑
顔
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と

の
重
要
性
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
医
療
の

現
場
で
も
必
要
だ
と
思
っ
た
。
 

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
学
教
職
員
の
方
々
の
温
か
い

ご
対
応
と
良
く
準
備
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
お

蔭
で
、
学
生
達
は
初
め
て
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
訪
問

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
楽
し
く
研
修
す
る
こ
と
が

出
来
た
。
ま
た
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
学
生
た
ち
の

明
る
く
元
気
な
対
応
も
印
象
的
で
、
言
葉
の
壁

を
越
え
て
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来

た
と
思
う
。
公
用
語
を
英
語
と
し
て
い
る
フ
ィ

リ
ピ
ン
に
お
け
る
こ
の
経
験
か
ら
、
多
く
の
学

生
は
英
語
習
得
へ
の
意
欲
が
増
し
た
よ
う
だ
。

気
温
三
四
度
の
中
、
広
大
な
キ
ャ
ン
パ
ス
を
大

汗
を
か
き
な
が
ら
回
っ
た
の
も
良
い
経
験
だ
。
 

　
研
修
で
は
、
医
療
事
情
と
各
専
門
職
種
に

つ
い
て
の
講
義
と
、
病
院
や
施
設
で
の
見
学

で
多
く
の
こ
と
を
学
ん
だ
。
国
立
病
院
に
は

貧
困
層
の
患
者
さ
ん
が
集
中
し
待
合
室
か
ら

溢
れ
て
お
り
、
ベ
ッ
ド
数
が
不
足
の
た
め
ス

ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
に
乗
っ
た
ま
ま
治
療
を
施
し

て
い
た
こ
と
に
驚
い
た
。
ま
た
、
日
常
生
活

で
は
日
本
に
比
べ
て
治
安
が
悪
く
窃
盗
な
ど

が
起
こ
る
と
言
わ
れ
て
い
た
が
、
周
り
に
気

を
つ
け
て
自
分
の
身
の
安
全
確
保
を
意
識
す

れ
ば
安
全
に
楽
し
く
生
活
で
き
る
国
で
あ
っ
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
大
学
生
と
の
交
流
も
楽
し
く
、

有
意
義
な
研
修
で
あ
っ
た
。
 

　
十
日
間
の
研
修
は
マ
レ
ー
シ
ア
の
医
療
制

度
や
文
化
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
東
洋
医
学

と
西
洋
医
学
の
診
療
科
が
併
設
し
て
い
る
病
院

や
、先
住
民
専
門
の
病
院
も
あ
っ
た
。ま
た
、

国
民
と
外
国
人
で
医
療
費
に
差
が
あ
る
こ
と
や

O
T
・
P
T
・
S
T
は
国
家
試
験
が
無
い
こ
と

な
ど
日
本
と
異
な
る
点
も
み
ら
れ
た
。
マ
レ
ー

系
、中
国
系
、イ
ン
ド
系
な
ど
多
様
な
民
族
性

で
あ
り
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
を
尊
重
し

あ
っ
て
い
る
事
も
マ
レ
ー
シ
ア
の
特
徴
だ
と

感
じ
た
。
今
回
の
経
験
を
生
か
し
、
医
療
人
に

な
る
為
の
知
識
を
さ
ら
に
習
得
し
て
い
き
た
い
。
 

福
岡
保
健
医
療
学
部
　
作
業
療
法
学
科
 

講
師
　
長
谷
麻
由
 

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を
持
つ
医
療
職
に
 

マ
レ
ー
シ
ア
 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
＆
科
学
大
学（
M
S
U
） 

成
田
保
健
医
療
学
部
　
医
学
検
査
学
科
 

准
教
授
　
工
藤
芳
子
 

言
葉
の
壁
を
越
え
 

楽
し
い
時
間
を
共
有
 

成
田
保
健
医
療
学
部
　
理
学
療
法
学
科
 

二
年
　
小
倉
尚
冬
 

驚
い
た
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
に
 

乗
っ
た
ま
ま
治
療
 

フ
ィ
リ
ピ
ン
 

フ
ィ
リ
ピ
ン
大
学
 

保
健
医
療
学
部
　
言
語
聴
覚
学
科
 

二
年
　
依
田
あ
か
ね
 

コ
ニ
ャ
ン
大
学
の
 

海
外
研
修
を
終
え
て
 

福
岡
看
護
学
部
　
看
護
学
科
　
 

三
年
　
白
澤
瑠
菜
 

実
際
に
触
れ
る
と
い
う
学
び
 

文
化
・
医
療
事
情
を
学
び
、 

交
流
を
深
め
た
貴
重
な
体
験
 

福
岡
保
健
医
療
学
部
　
言
語
聴
覚
学
科
 

講
師
　
岩

裕
子
 

医
療
人
と
し
て
の
 

視
野
の
広
が
り
を
実
感
 

福
岡
保
健
医
療
学
部
　
作
業
療
法
学
科
 

二
年
　
田
中
結
子
 

福
岡
看
護
学
部
　
看
護
学
科
　
 

教
授
　
大
池
美
也
子
 

思
い
や
り
と
協
力
 

そ
し
て
感
謝
 

福
岡
保
健
医
療
学
部
　
言
語
聴
覚
学
科
 

二
年
　
代
田
　
栞
 

違
い
を
感
じ
た
二
週
間
 

韓
国
 

建
陽（
コ
ニ
ャ
ン
）大
学
 

韓
国
 

仁
済（
イ
ン
ジ
ェ
）大
学
 

福
岡
保
健
医
療
学
部
　
医
学
検
査
学
科
 

講
師
　
佐
藤
謙
一
 

自
主
的
な
研
修
で
得
た
 

貴
重
な
経
験
 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
 

　

Ｔ
Ａ
Ｆ
Ｅ
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
 

海
外
保
健
福
祉
事
情
 

海
外
保
健
福
祉
事
情
 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
韓
国
 

韓
国
・
マ
レ
ー
シ
ア
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
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ホームページでもご覧いただけます。 
http://www.iuhw.ac.jp/

学べる！役立つ！究める！動画サイト。医療・福祉・介護のエキスパートのあなたへ 

http://www.ch774.com

●介護・福祉分野 
自立支援型ケアマネジメント・自立支援介護 

●リハビリテーション 
　共通分野　 
リハビリ職のための医療福祉管理 

●受験講座 
ケアマネジャー受験講座2017

●厚生労働省情報　 
障害保健福祉関係主管課長会議 
（平成29年3月8日開催） ※無料配信 
老健局全国介護保険・高齢者保健福祉担当課長会議 
（平成29年3月10日開催） ※無料配信 

●医療・福祉・経営実務　 
社会保障の政策形成の最前線２  
保健医療福祉政策論２ 

●乃木坂スクール 
支援機器活用の最前線（生活支援機器概論） 

●情報BOX　 
納得！カラダ事典(健康に役立つ情報を専門医がわかりやすくお教えします)

●大学授業・副教材　 
死生学～死を通して生を考える～、教育学、雑談と傾聴～話す力と訊く力～、日本近現代史、宗教学、国際医療福祉論、世界遺産と国際文化政策、 
ボランティア論、医学・医療史、生命倫理、メディカルマナー入門、医療福祉教養講義、健康科学理論、リスクマネジメント論　など 

お問い合わせは 

主な配信番組 

主な 
配信番組 

フリーダイヤル　0120-870-774　医療福祉eチャンネル お客さま係（月曜～金曜 9:00～17:00） 
Eメール info@iryoufukushi.com　〒107-0062 東京都港区南青山1-3-3 青山一丁目タワー4階 

好評配信中 

IＨＷグループ職員・学生向け動画配信サイト 「国際医療福祉大学VODライブラリー」http://www.ch774.com/student.php

医療福祉専門職として活躍中の卒業生のみなさん、 
大学院でさらなるレベルアップをめざしませんか!  
本学卒業生は入学金が免除となります。 
本学グループ職員対象の奨学金制度もあります。 

本学はキャリアアップをめざす医療福祉職の方々を支援するため、大学院進学をはじめとするさまざまな学修の場を提供しています。 

学内推薦入試・ 
入学金免除・奨学金制度あり 

IUHW Graduate School Informations

国際医療福祉大学大学院の課程編成 

大学院入試に関するお問い合せは入試事務室まで（TEL：0287‐24‐3200） 

「働きながら大学院で学びたい」 
社会人が学びやすい3つの特長 

2018年度 入学生募集 

生 涯学習の ご 案 内  

大学院 

大田原、成田、東京青山、小田原、熱海、福岡、大川に 
7つのキャンパスを開設しています。 

医療福祉学研究科 

薬科学研究科 薬学研究科 

保健医療学専攻 医療福祉経営専攻 

臨床心理学専攻 

●看護学分野  
●特定行為看護師養成分野 
●助産学分野  
●理学療法学分野  
●作業療法学分野  
●言語聴覚分野  
●視機能療法学分野  
●福祉支援工学分野  
●リハビリテーション学分野  
●放射線・情報科学分野  
●生殖補助医療胚培養分野 
●医療福祉教育・管理分野 
●臨床検査学分野 
●災害医療分野 

生命薬科学専攻 
●生命薬学分野  
●医療薬学分野 

保健医療学専攻 
●看護学分野  
●助産学分野  
●理学療法学分野  
●作業療法学分野  
●言語聴覚分野  
●視機能療法学分野  
●福祉支援工学分野  
●リハビリテーション学 
　分野  
●放射線・情報科学分野  
●生殖補助医療胚培養分野  
●臨床検査学分野 
●医療福祉経営学分野  
●診療情報管理・ 
　分析学分野  
●医療福祉国際協力学 
　分野  
●先進的ケア・ネットワーク  
　開発研究分野  
●医療福祉学分野  
●医療福祉ジャーナリズム  
　分野  
●臨床心理学分野 

●医療経営管理分野  

●診療情報アナリスト養成分野 

●医療福祉国際協力学分野  

●先進的ケア・ネットワーク  

　開発研究分野  

●医療福祉学分野  

●医療福祉ジャーナリズム 

　分野 

●医療通訳・国際医療 

　マネジメント分野 

修士課程 

（本学卒業生及び卒業見込者対象） 

修士課程 

医療・生命薬学専攻 

博士課程（4年制） 

博士課程 

①キャンパス 

多くの授業を平日の夕方以降と土曜日の昼間に 
行っています。 ②カリキュラム 

複数のキャンパスでリアルタイムに受講できます。 
質問やディスカッションといった同時双方向の 
コミュニケーションが可能です。 

③同時双方向 
　遠隔授業 

http://www.iuhw.ac.jp/daigakuin/index.html
詳細は大学院ホームページをご覧ください 

TOPICS 2018年4月 東京赤坂キャンパス開設予定！ 
東京都港区赤坂の旧赤坂小学校跡地に開設する赤坂キャンパスでは、現在
の東京青山キャンパスを移転して新しい分野・コースを開設し、生涯教育の
拠点として大学院教育のさらなる拡充をめざします。 

●RKBラジオまつり2017に出展 ●大川キャンパスで講演する岩坂剛高木病院名誉病院長 
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■
講
演
会
と
説
明
会
■
 

　
各
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生
募
集
活
動
は
、
引
き
続

き
講
演
会
・
進
学
相
談
会
、
高
校
訪
問
等
を
各
地

で
展
開
し
た
。
 

　
四
月
に
開
設
し
た
成
田
キ
ャ
ン
パ
ス
医
学
部
で

は
、
初
め
て
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が
八
月
五

日
に
行
わ
れ
、
一
期
生
が
話
し
相
手
を
務
め
る
カ

フ
ェ
や
、
救
急
対
応
体
験
な
ど
に
多
く
の
来
場
者

が
集
ま
っ
た
。
個
別
進
学
相
談
も
行
列
が
で
き
る

盛
況
ぶ
り
だ
っ
た
。
医

学
部
関
連
で
は
、
高
校

教
員
向
け
の
説
明
会
と

医
学
部
棟
内
覧
会
を
九

月
九
日
に
、
一
般
説
明

会
を
同
一
〇
日
に
そ
れ

ぞ
れ
実
施
。
八
月
六
日
、

二
〇
日
に
は
、
成
田
キ

ャ
ン
パ
ス
二
学
部
五
学

科
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
も
開
催
さ
れ
た
。
 

　
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス

に
関
し
て
は
、
「
薬
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
九
月
九

日
に
宇
都
宮
で
開
催
し
た
ほ
か
、
一
〇
月
一
四
日

に
は
一
般
説
明
会
を
仙
台
市
で
、
同
二
一
日
に
は

「
リ
ハ
ビ
リ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
水
戸
市
で
実
施
し

た
。
ま
た
、
九
月
二
四
日
に
は
小
田
原
キ
ャ
ン
パ

ス
の
説
明
会
を
横
浜
市
で
開
催
し
た
。
 

　
二
〇
一
八
年
四
月
開
設
予
定
の
東
京
赤
坂
キ
ャ

ン
パ
ス
関
連
で
は
、
八
月
六
日
、
二
〇
日
の
成
田

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
合
わ
せ
て
進
学
説
明
会

を
同
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
実
施
し
た
ほ
か
、
八
月
末

の
設
置
認
可
を
受
け
て
九
月
上
旬
に
は
、
東
京
都
、

神
奈
川
県
、
千
葉
県
、
埼
玉
県
内
計
七
一
校
の
指

定
校
を
対
象
に
、
各
参
事
と
東
京
事
務
所
に
教
員

予
定
の
先
生
方
も
加
わ
っ
て
、
高
校
訪
問
を
行
っ

た
。
同
月
二
三
日
に
は
東
京
青
山
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、

認
可
後
初
の
進
学
説
明
・
相
談
会
を
実
施
し
た
。
 

　
福
岡
・
大
川
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
特
別
講
演
会

を
九
月
二
日
に
長
崎
市
、
九
月
九
日
大
分
市
に
て

実
施
。大
学
祭
開
催

に
合
わ
せ
た
講
演
会

も
福
岡
キ
ャ
ン
パ
ス

で
一
〇
月
七
日
、
大

川
キ
ャ
ン
パ
ス
で
同

月
八
日
に
実
施
し
た
。
 

　
ま
た
一
〇
月
二
一

日
、
二
二
日
に
は
福

岡
タ
ワ
ー
前
広
場
に

て
毎
年
約
一
〇
万
人

が
来
場
す
る
イ
ベ
ン

ト
「
R
K
B
ラ
ジ
オ
ま
つ
り
二
〇
一
七
」へ
出
展
。

骨
密
度
測
定
・
血
圧
測
定
な
ど
を
実
施
し
、
四
五

〇
名
が
来
場
し
た
。
 

　
一
〇
月
二
一

日
に
は
約
一
万

五
千
人
が
来
場

す
る
九
州
地
区

で
最
大
の
進
学

相
談
イ
ベ
ン
ト

で
あ
る
「
夢
ナ
ビ
ラ
イ
ブ
二
〇
一
七
福
岡
会
場
」

へ
参
加
。
講
義
ラ
イ
ブ
三
講
義
に
は
約
五
〇
〇
名
、

個
別
相
談
ブ
ー
ス
へ
は
約
一
〇
〇
名
の
来
場
者
数

と
な
っ
た
。
 

二
〇
一
七
年
八
月
〜
一
〇
月
の
 

学
生
募
集
活
動
 

Lecture and briefing session

「TAKE ＡＢＩ！2017」 
市民公開講座「動脈硬化性病変に対する 
最新の治療―大動脈治療から指先の 
血管治療まで―」村上厚文医師 他 

「血液内科のがん治療研究開発への 
貢献」小林幸夫医師 

「乳がんの予防・早期発見と治療」 
小川明子医師 

「侮ることなかれ肺炎」 
望月太一医師 

「糖尿病教室」　岸本美也子医師、田嶋紀子医師、 
永井義幸医師、伊藤真理子医師、大田真理医師 他 

「ナノナイフによるすい臓がん治療」 
森安史典医師 

「下肢静脈瘤のお話～痛みの少ない 
レーザー治療～」宮田哲郎医師 

「臓器移植の最近の話題」 
白井博之医師 

「最新の胃がん治療」 
瀬上顕貴医師 

「心臓病の予防について」 
重政朝彦医師 

医療連携懇親会 
角田亘医師、板野理医師 

「なぜ今乳がんなの？～正しい知識で自分を守る～」 
 金澤真作医師 

第4回 市民公開講座 
「その病気　何科にかかる?」 
北嘉昭医師 

第5回 市民公開講座『「てんかんと暮らす」ための 
知識－患者さんと社会の理解を深めるために－」』 
小黒惠司医師 
第1回 糖尿病教室 
「糖尿病について」家入蒼生夫医師 

第6回 市民公開講座「この冬、感染症から身を守ろう！ 
－ノロウィルス、インフルエンザの正しい予防－」 
遠藤史郎医師 
第2回糖尿病教室 
「振り返ってみよう 食事と塩分」斎藤聡美（栄養科副主任） 

市民公開講座　循環器センター特別講演会 
「加齢に伴う心血管病～最新の治療～」 
下川宏明教授（東北大学）、福田浩二医師、高田剛史医師 
 

 ＿＿ 国際医療福祉大学病院 
 

三田病院 
 

山王病院 

 

熱海病院 

 

市川病院 

 

 
塩谷病院 

〈成田キャンパス〉 
医学部進学説明会（9月10日） 
●北村聖 医学部長 
●赤津晴子 医学教育統括センター長 

〈大田原キャンパス〉 
「薬学部フォーラム」（9月9日） 
●北島政樹 副理事長・名誉学長 
●武田弘志 薬学部長 
●渡邊敏子 薬学科長 
「リハビリフォーラム」（10月21日） 
●新井田孝裕 副学長 
●工藤敬子さん 
（ワークライフバランスコンサルタント） 

〈小田原キャンパス〉 
「高校生のためのキャリアデザイン」（9月24日） 
●大友邦 学長 
●工藤敬子さん 
●黒澤和生 保健医療学部長（理学療法学科長） 
●荒木田美香子 保健医療学部副学部長（看護学科長） 
●藤本幹 保健医療学部作業療法学科長 

〈東京赤坂キャンパス〉 
進学説明会（9月23日） 
●中村秀一 副大学院長 
●高橋泰 赤坂心理・医療福祉マネジメント学部長予定者 
●青木万里 心理学科教授予定者 
●羽田明浩 医療マネジメント学科准教授予定者 

〈福岡・大川キャンパス〉 
特別講演会(9月2日) 
●深浦順一 大学院教授 
●爲数哲司 福岡保健医療学部言語聴覚学科長 

特別講演会（9月9日） 
●原口健三 福岡保健医療学部作業療法学科長 
●糸山泰人 副学長 

特別講演会(10月7日) 
●大池美也子 福岡看護学部長 
●内藤正俊 福岡山王病院長 

特別講演会(10月8日) 
●永沢善三 福岡保健医療学部医学検査学科長 
●岩坂剛 高木病院名誉院長 
 

健康講座一覧表 

各講演会・進学相談会の主な登壇者 

2017年9月　　　　　　    　　　　　　　2017年10月　　　　　　　　　　　　　　　　　　2017年11月 

「健診で血尿と言われたら」 
宮 淳医師 




